
倉吉市文化財調査報告書　第104集

クズマ遺跡第2次発掘調査報告書

平成11年度

倉吉市教育委員会



倉吉市文化財調査報告書　第104集

クズマ遺跡第2次発掘調査報告書

遺跡略号　4DKK・2

平成11年度

倉吉市教育委員会

く10＞0100572858



序

この報告書は、平成11年度に個人の農地造成に伴い、倉吉市上神

字クズマにおいて実施した埋蔵文化財の発掘調査の記録であります。

鳥取県の中部に位置する倉吉市は、数多くの優れた文化財を伝え

ています。その中でも、本遺跡の所在する上神地区は、数多くの遺

跡とともに、出土品が国の重要文化財に指定された谷畑遺跡など、

祭祀遺跡が密集することで注目されています。

今回の調査地は上神古墳群の中に位置し、丘陵上の古墳の他に、

狭い調査範囲ながらも、竪穴式住居・掘立柱建物・溝状遺構など多

数の遺構が確認されました。古墳からは多量の土器とともに土製動

物形などの祭祀遣物が出土し、上神地区の特色である祭祀遺跡に新

たな一例を加えることができました。

この報告書が文化財の理解・活用のための一資料としてお役に立

てれば幸いに存じます。

最後になりましたが、調査にご協力いただいた土地所有者の山崎

彰子氏・工事施工者の駒井商店、ならびに関係各位に対し深く感謝

の意を表するものです。

平成12年3月

倉吉市教育委員会

教育長　足　羽　一　昭



例 仁コ

1本報告書は、個人の農地造成に伴う事前調査として、平成11年度に倉吉市教育委員会が国・県の補助を受け

倉吉市上神字クズマ1116－2において実施した発掘調査の記録である。

2　発掘調査団は次のような組織・編成である。

団　　　長　足羽　一昭（倉吉市教育委員会教育長）

調査委員　名越　　勉（倉吉市文化財保護審議会会長）

調　査　員　根鈴　輝雄（倉吉博物館主任学芸員）

根鈴智津子（文化財係主事）

岡本　智則（文化財係主事）

調査補助員　山根　雅美・松田　恵子

事　務　局　波田野頒二郎（教育次長）

眞田　康幸（文化課課長）

藤井　敬子（文化財係主任）

森下　哲哉（文化財係主任）

加藤　誠司（文化財係主事）

岡平　拓也（文化財係主事）

藤井　　晃（文化財係係長）

山崎　昌子（文化財係主事）

金田　朋子（臨時職員）

内務整理　泉　美智子・世浪由美子・妻藤　君江・松嶋あつ子・竹歳　暁子・山本　錦

3　現場の調査・写真撮影は岡平が行った。

4　図面整理は岡平・山根・松田が、遣物整理は岡平・泉・世浪・妻藤・松嶋・竹歳・山本が行った。遣物実測

は岡平・森下・根鈴・加藤・岡本・山根が行った。遣物写真撮影は岡平が行い加藤が補佐した。浄書は泉・世

浪・妻藤が行った。

5　遺構測量のための基準点測量を中央技研株式会社に委託した。

6　本書の執筆は各調査貝が討議し、第Ⅲ章　2　遣物は加藤が、土器観察表は岡平・岡本、その他は岡平が行

った。編集は岡平・松田が行った。

7　第1図は、建設省国土地理院発行の1：25，000地形図「倉吉」の一部を複製・加筆したものである。第2図

は、平成9年修正測量の1：2，500国土基本図「倉吉市平面図」を使用した。

8　挿図中の方位は国土座標第Ⅴ座標系の北を指す。

9　遣物に付した記号・番号は、本文・挿図・図版で統一している。

10　調査によって得られた資料は、倉吉博物館で保管している。
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I　発掘調査に至る経過

平成10年9月、鳥取県文化財保護指導委員川本充氏より、倉吉市教育委員会文化課に倉吉市上神字クズマ

1116－2で立木の伐採が行われているとの連絡があった。ただちに現地を確認し、開発業者に確認を取ったところ、

土地所有者山崎彰子氏に依頼を受け農地造成工事を行うとのことであった。現地は周知の遺跡である上神古墳群

の中に位置し、開発予定地内にも古墳状の高まりが認められたため、土地所有者及び開発業者と協議を行った。

現地は松林で、病害虫などにより立木が枯れたため農地として再利用する予定であり、現状のままでは丘陵及び

斜面のため農作業の効率が悪く、是非とも丘陵を削平して農地造成を行いたいとのことであった。そこで発掘調

査が終了するまで開発を中断し、平成11年度に倉吉市教育委員会が国・県の補助を受け発掘調査を行うこととな

った。現地調査は平成11年5月26日から平成11年11月15日まで行い、調査面積は570Idであった。

l

II　位置と歴史的環境　1

クズマ遺跡は、倉吉市街地から北西に約4加離れた倉吉市上神字クズマに所在する。調査地は倉吉市と北条町

との境にある蜘株ケ家山（標高177．1m）から南西に樹枝状に派生した丘陵のはぼ末端部、北西から南東に谷筋

に突き出した丘陵尾根筋から南斜面部分である。標高は37～42mで、付近の水田面との標高差は約20mである。

1次調査（21）の調査地は今回の調査地から南に浅い谷を隔てて約100m離れている。1次調査は昭和60年に行わ

れ、弥生時代後期から古墳時代前期の竪穴式住居30棟と古墳時代後期の円墳9基が調査されている。そのなかで、

6世紀中頃に築造された古墳の周清上面から7世紀後半の土器と共に土製人形1点・土製馬形12点の他、手捏土

器・竃・土製支脚・嚢などが出土している。また、2次調査地から南東に約170m離れた同一丘陵先端部には217

点にも及ぶ土製人形・馬形などが採取されたイガミ松遺跡（22）が所在する。

蜘昧ケ家山と四王寺山に挟まれた上神地区周辺は、倉吉市でも有数の遺跡が密集する地域である。上神51号墳

（19）墳丘盛土で細石刃石核が出土するなど、その始まりは旧石器時代に及ぶことが明らかになっている。縄文時

代では、取木遺跡（29）の竪穴式住居・平地式住居と焼石群、イキス遺跡（28）の落し穴などが、弥生時代前期では

イキス遺跡の土墳墓群が知られる。弥生時代中期では、西前遺跡A地区（49）で竪穴式住居が確認されている他、

蜘株ケ家山の東側にある北条町米里では銅鐸が出土している（51）。弥生時代後期以降、それまでに比べ遺跡の数

は増加する。集落としてはクズマ遺跡1次・桜木遺跡（25）・上神宮ノ前遺跡（26）・夏谷遺跡（55）が、墳丘墓は四

隅突出型墳丘墓の可能性がある柴粟古墳群（41）内の墳丘墓・墳丘に貼石をもつ可能性のある三度舞墳丘墓（42）が

知られる。

古墳時代では、集落はクズマ遺跡1次・桜木遺跡・西山遺跡（23）・猫山遺跡（39）・西前遺跡（49・50）・夏谷遺

跡などが調査されている。前期の古墳は、彷製の三角縁神獣鏡・変形六獣鏡・碧玉製鍬形石・滑石製琴柱形石製

品が出土した上神大将塚古墳（40・円墳・直径30m）、大谷大将塚古墳（44・前方後円墳・全長50m）がある。

また、カスガイ状の周溝を持つ方墳群が猫山遺跡・中峰古墳群（57）で確認されている。古墳時代後期になると、

調査地周辺の丘陵上に古墳群が形成される。クズマ遺跡の所在する蜘蛛ケ家山を中心とした丘陵上にも、総数230

基ともいわれる上神古墳群（15）をはじめ穂波古墳群（14）・原古墳群（1）・曲古墳群（3）・北尾古墳群（7）・島古

墳群（8）などが知られている。また、沢ペソ遺跡（59）・イザ原古墳群（46）・小林古墳群（45）など、平野部に近い

低丘陵上にも古墳群が形成されることが明らかになっている。調査地周辺の発掘調査例を見ると、東隣の丘陵上

にある西山遺跡の古墳群は5世紀以降、クズマ遺跡1次調査地の古墳群は6世紀以降の造営であることが明らか
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にされている。西山遺跡は、独立丘陵上に同じ時期の集落と古墳群が存在し、また、東隣の谷部分に存在する祭

祀遺跡である谷畑遺跡（24）とあわせて6世紀代の生・死・祀りといった生活全般をうかがい知ることのできる遺

跡群として注目される。終末期の古墳は、取木遺跡・一反半田遺跡（30）・両長谷遺跡（34）などで確認されている。

7世紀中頃創建の大御堂廃寺を始めとして、7世紀後半の大原廃寺、8世紀の石塚廃寺など当地方にも古代寺

院が建立される。このうち、大御堂廃寺は鋼製匙・非常に精巧な造形の鋼製獣頭・多数の増仏や塑像・160点以

上の墨書土器など充実した遣物をもち、地方寺院としては珍しい観世音寺式と考えられる伽藍配置を取るなど本

格的な古代寺院であったことが判明しつつある。また大原廃寺は、講堂を西側に寄せた変形の法起寺式伽藍配置

をとり、一間四面堂に形を変えながら中世まで存続したことが判明している。

8世紀後半には、四王寺山の南側、通称久米ケ原丘陵先端部の丘陵上に、伯者国衛・伯者国分寺・伯者国分尼

寺（法華寺畑遺跡）が隣接して造営される。これらの遺跡群から約400m北東の低丘陵上には伯者国の物資収納

施設である不大岡遺跡が存在する。

平安時代には、四王寺山山頂に四天王像を安置し修法を行ったとされる四王寺（36）が建立される。

古墳時代終末期から奈良・平安時代にかけての集落は西前遺跡・平ル林遺跡（60）などが知られている。また、

クズマ遺跡から東に約650m離れた浅い谷部に古墳時代後期から奈良時代にかけて土器や祭祀遣物を廃棄したと

考えられる上神宮ノ前遺跡が存在する。奈良・平安時代以降の墳墓はほとんど分かっていないが、長谷遺跡で横

穴式石室を模した石榔内に土師器の蔵骨器2個を合葬した火葬墓が見つかっている。

Ⅲ　調査の概要

調査地の基本的な層序は、上からI褐色土（表土）、II茶褐色土、Ⅲ淡褐色粘質土（ソフトローム層）、Ⅳ黄褐

色砂質土（ホーキ層）、Ⅴ橙褐色粘質土（礫混じり粘質土層）、Ⅵ′黄褐色土（Ⅵ層起源の土か。きめ細かく軟質）、

Ⅵ黄褐色土（大山・倉吉軽石層）、Ⅶ自灰色粘質土である。I・II層は遣物包含層でⅢ層以下は地山であり、遺

構検出は基本的にI・II層を掘り下げた後行った。調査地の地形は丘陵頂部から浅い谷部であるため、Ⅲ・Ⅳ層

は丘陵頂部にわずかに存在するのみで、斜面部分での遺構検出面は主にⅤ層上面である。また、調査区南側の斜

面部分にはII層の下に同じく遣物包含層であるII′茶褐色土（II層よりもかなり硬い）が存在する。その下層に

は浅い谷地形が、大山上部火山灰であるクロボクに由来すると考えられる黒色土で埋没した様子が認められた。

そのため、調査区南側はI・II層を掘り下げた時点、II′層を掘り下げた黒色土の上面、黒色土を掘り下げたⅤ

層上面の3回遺構検出を行った。

調査の結果、古墳1・竪穴式住居2・掘立柱建物1・柵列2・溝状遺構3・段状遺構2・貯蔵穴1・土墳4・

土器溜1を検出した。

1原古墳群

2　曲管峯長谷遺跡

3　曲古墳群

4　曲宮ノ前遺跡

5　曲第1遺跡

6　曲岩下遺跡

7　北尾古墳群

8　島古墳群

9　島苅山遺跡

10　堤屋敷遺跡

11北尾遺跡

12　島遺跡

13　曲226号墳

14　穂波古墳群

15　上神古墳群

16　上神44号墳

17　上神45号墳

18　上神48号墳

19　上神51号墳

20　上神119号墳

21クズマ遺跡1次
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22　イガミ松遺跡

23　西山遺跡

24　谷畑遺跡

25　桜木遺跡

26　上神宮ノ前遺跡

27　伯尾山窯跡

28　イキス遺跡



島

戸

29　取木遺跡

30　一反半田遺跡

31コザンコウ遺跡A地区

32　コザンコウ遺跡B地区

33　道祖神峰遺跡

34　両長谷遺跡

35　古墳群

36　四王寺跡

第1図　周辺の地形と遺跡分布図

37　大谷城跡

38　東狭間古墳

39　猫山遺跡

40　上神大将塚古墳

41柴栗古墳群

42　三度舞墳丘墓

43　イザ原遺跡

44　大谷大将塚古墳

－3－

45　小林古墳群

46　イザ原古墳群

47　中尾遺跡1次

48　トドロケ遺跡

49　西前遺跡A地区

50　西前遺跡B地区

51米里銅鐸出土地

52　若林遺跡

53　屋喜山古墳群

54　屋喜山9号墳

55　夏谷遺跡

56　和田城跡

57　中峰古墳群

58　沢べリ遺跡1次

59　沢ペソ遺跡2次

60　平ル林遺跡



第2図　クズマ遺跡2次調査区位置図

ー4－



第3図　クズマ遺跡2次遺構全体図
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第4図1号墳調査前地形測量図

1　遺構

1号墳　丘陵の尾根部分（標高42m）で検出した。南北の直径約14mの円墳である。西側・北側では、周溝が一

部調査区外にかかる。他遺構との切り合いは、1号墳が西側にある2号住居・1号貯蔵穴、墳頂部東側にある1

号段状遺構・1号土壌を切る。1号墳が東側にある2号土壌、南側の1号・2号溝状遺構、北側の3号溝状遺構

に切られる。また、周溝西ベルトの土層断面（第5図a－aつには、埋土中に1号墳の周溝の立ち上がりの線

があり、調査区外に広がる何か別の遺構がある程度埋まった後に1号墳の周溝が掘削されたと考えられる。調査

区西壁の断面には調査区外の別遺構の埋土（土層断面図中の14・15・16層）が幅5．3mにわたって確認できた。

現段階で確定はできないが、1号墳の周溝と同じような深さがあること、踏査によると同じ丘陵上には古墳が連

なって分布することなどから、古墳である可能性が高いと考えられる。

墳丘　墳丘は後世の削平により遣物包含層の直下はⅢ層以下の地山となり、墳丘盛土・主体部とも遣存していな

かった。

周溝　周溝ははぼ全周するが、標高の低い側にあたる東側では、後世の削平のためか検出できなかった。周溝は

残りの良い西側で幅が3．3～3．6m、検出面からの深さは最大0．93mを測り、底面はⅦ層まで及ぶ。断面形は南側

と北側はU字形だが標高の高い西側では逆台形に近い。底面は基本的にはぼ平らで、調査区の西壁際の段状に掘

り残されたような部分は、調査区外西側に広がる遺構の底面であると考えられる。周溝の西側で土壌を3基確認

したが、掘り方の形態が不整であること、土境内の埋土が周構内の埋土と同一であること、遣物が特別集中して

－6－



」

1

1

第5図　1号墳遣構図

－7－

（

古
都
藤】
刃　　　（

（（田　　　崎
おお腔　　　ユ
釦初球　　　巨
塔融点　　　」

（　　′引量　　　彗
お　おぜ年　　髄
和　郎醇名　　望
舟　〉喋）　（鍵
引　喩艮＋l　てト籠（
ぜ　定量帥　垢　′ユ
詑　鍵年韻　かお世
喋　結ぶ欄］　笛和　′
リ＋lへ、ノ堪ユ〉〉お
（量　ト羽皿蚕蚕喩和
音隼、　口達・簑篭りト車
軸烏・下りH臣LD鼻鼻
堪、Jユヨユ帥仙川臣ヨヨ
）弔盤習・凄JJ留留
引連年、ノ舟田中）、））
咄壮年可l常雄ト刃＋巨H可
腔∵いD境目舌癌メ日田ぜ目口ぜ
咄ヨ璃醇ヨヨ璃究理疋醇
盤留＝粍留毒自己皆鵬＝喋盤

⊂）

（

，や

（　　寸描

お　」
和（〉
巾吋現
車崩〉
ヨ」鯖
留年糾
、J牛凄
弔））
ぜH十可
常田亜
粍醇密
罫盤醇

Cn C⊃　－　N m　寸　Lr）C．⊂）亡、　00　CD C⊃・一一　N
N m m m m m m m m m m　寸　寸　寸

（
Iや

輌
」

牛

（　　　　　　　　　中

細　　　　　　　朝　　　丘＞

曇る（空　　　完（簑
短命1　′」喩　　　　　（喋爵　　′
顛ト／ユ瀬上　（　　ユ（ト釦∵；お
e喩皆ェ＞鍵　J　　　替刃堪顔和
JJ舟粛崩龍　蚕　　粛ぜ・簑堪
羽叶バ㍉」恥．、♪（　♪項目トふ・
邸起句艮蓑は誹りコ　・や臥鼻朋事
理ヨN鍵ヨ髄J和　語ヨヨJ鼻
粍裏簑龍卓や）堪　、ノ習留〉ヨ
JJ）架、ノ）年刊）朝刊■J、一時単
項＋相中羽刃）ぜヰ白田ぜ十十H罫）
遥ぜ日計画せ日射醇ぜ用針匿ぜ厘臣〇羽
舟腔→J疋辞亜粍辞職躯醇醇現ぜ
ユ粍N塵取理塞鍵盤盤留暫胃腔

Ln CD P一　〇〇　CD C⊃　一・一　N m　寸l∫）q⊃　ト　○○

（

お
巾
り
一・コ．　　　　　　　（

量　お
矩・・和
名　、／
堪　喩
・　恥
巾　鼻
鼻　ヨ
ヨ　留
裏　、ノ
）　引
刃H十邸
咄ぜ腔
弔辞醇取
瀬粍礫皆

【■Cu Cり寸

／一ヽ

お

（釦
お鼻
初堪（
鑓　′お
暇お初

（（　′和鼻
おお篤い／堪
㊥㊥巾喩　′
鼻違摘む担鼻
堪虫は十可初
′　′ぜ団ロへ
おお常雄匿か
車軸咄轍口
定点・l・す、
量量り十月刃
年年凄韻雄
鳥名糖・紆損一
（鼻垂上ゝユ上
白1十弔・・・
和舟舟舟舟舟
鼻11111
堪垢垢環境‥路
）　　　　　）　　　ヽ＿一′　　　）　　　　　）　　　　　）

可十十月＋巨H羽
田㍗山田ぜ日田固
辞醇究理疋辞
濱唖皆演球種

（

（お
お釦
和堪
々＼・

トキ＼

ロ　ト

午、ロ
ヨす、
留ヨ
、J留
朝刊）
ぜ嘩トH弔
辞項打田ぜ
粍粍醇腔
罫罫盤粍

m q⊃ト∞CD≡＝巴ご3∑

！中

へ）′サ6

腐J
糾〉
堤璃



出土したわけではないことなどから、埋葬施設とは考えにくい。

周構内からは、土師器・須恵器の他円筒埴輪・甑形土器・土製紡錘車・竃・土製支脚、さらには土製動物形・

手捏土器・ミニチュア土器などのいわゆる祭祀遣物、臼玉・滑石製模造品・鉄製品などの副葬品、鉄浮・炭化し

た種子など多種多量の遣物が出土した。遣物が多量に出土したのは主に図中1～8層で、9～12層からの出土遣

物は上層に比べ少ない。また、8層以上の層位では下層の出土遣物と時期が異なるため、8層以上を周溝上層、

それより下の層を周溝下層として呼ぶこととする。

周溝最下層には、30・32・33層など地山土の大きなブロックがみられ、周溝をある程度まで人為的に埋めた可

能性も考えられるが、明らかにはできなかった。周溝下層からは土製紡錘車49、土師器小型丸底壷27～29・襲

30・鉢31・高坪33・34、須恵器坪35・施36、鉄鉱Fl、砥石S9などが出土しているが、供献状態といえる出

土状況のものはなかった。また、円筒埴輪についてはそのほとんどの破片が周溝上層出土で、基底部の破片が数

片しか存在しない点から、直接1号墳に伴わない可能性がある。

周溝上層からは土師器煮沸用具である「く」の字口縁で体部が半球形をなす土師器賓（第15図13～26。以後奈

良期嚢と仮称）・竃・土製支脚の出土がみられた。これらと土製模造品の分布状況を図化したものが第6図であ

る。このうち周溝西側では奈良期嚢・土製支脚が集中して出土している（奈良期嚢集中部として後述する）。周

溝南西側では土製支脚がほとんど出土せず、奈良期嚢・竃が集中するが、奈良期嚢集中部のような面的集中では

なく、出土層位もややばらつく。竃については他遺跡例と同様に完形に復元できるものは無く、何個体分かを復

元するのも困難な状況であった。手捏土器は周溝の北西側で主に出土している。土製動物形の出土位置は特にま

とまりをもたない。また、出土した須恵器では後期古墳に一般にみられる蓋坪・嚢が少なく、高坪の個体数が多

いのが目立つ。これらも完形近くまで復元できるものは少なかった。

奈良期蜜集中部　周溝検出面から0．2m、周溝底面からは0．7m上で、1．8×0．5mの範囲で北西一南東にはぼ一直

線に奈良期嚢・土製支脚がならぶように出土した。各破片は互いに接するように出土し、短期間の内に置かれて

いるような出土状況である。出土遣物は周溝底面の断面形と同じく北西が高く、南東が低い。集中部の底面での

レベル差は0．5mある。出土した層位は、集中部から下層では奈良期餐・土製支脚などが出土しないため、周溝

上層と周溝下層の境目であると考えられる。出土遣物は北西側（高い側）のものが完形度が高い。遣物群の底に

は直径約25皿はどの平坦な石があり、破片の中にはその石に接した状態で出土しているものもあるが、その破片

はより上方の破片と接合している。奈良期嚢とセットとして使用される器種であるといわれる土製支脚も、北西

の高い側で完形度の高い個体が出土していることなどからも、遣物が主に置かれるのは北西側の部分であると考

えられ、底部にある石はその上に遣物をのせるためではなく、何か別の目的があって設置した可能性がある。北

西側の遺物出土状況を詳細に観察すると、奈良期嚢よりも先に土製支脚が置かれたことが分かる。また、完形近

くまで復元できるとはいいながら、奈良期嚢のなかで最も上で出土した17以外の遣物はその周辺が埋沈する前に

すでに壊れていたような状態での出土であり、17のみが伏せた状態での出土であることと合わせて、ただ廃棄し

たというだけではなく、何か意味があると考えるべきかも知れない。集中部には最低でも奈良期嚢が7個体、土

製支脚が3個体認められる。奈良期襲集中部の周辺では、これを囲むような施設は検出できなかった。

1号住居　丘陵の斜面部分（標高39．5m）に位置する。調査区内で確認したのは北辺と東辺の一部である。2号

段状遺構を切り、2号柵列に切られる。流出もしくは後世の削平のため斜面側は失われているが、長方形の住居

であると推定される。検出面からの深さは最大で0．54m。埋土は基本的に黒褐色土で炭粒を含み、下層には焼土

を含む。床面には柱穴間を結んだライン内に1ヶ所、P2の外側に1ヶ所焼土面が認められた。柱穴はPl・P

2・P3で、掘り方は円形である。住居床面から検出できたP2では、掘り方は床面で直径約0．5m、深さは最

ー9－



第6図　奈良期肇・竃・土製支脚・土製模造品分布状況図

大0・46mである。各柱穴の埋土には柱痕跡はなかった。各柱穴間距離は心々でPl－P2が1．32m、Pl－P3

が2．84mである。床面直上からの遣物はほとんどなく周壁溝の底面から土製支脚の小片が出土しているだけであ

った。埋土中からは土師器肇などが出土しているが、いずれも小片である。

2号住居　丘陵の尾根部分（標高約42m）に位置する。1号墳及び1号溝状遺構に切られる。一部の検出に止ま

ったが、確認することのできた北東辺が直線的である点や、ピットの並び方などから方形の住居と推定される。

検出面からの深さは最大で0．56m。埋土は黒褐色土の単純層で地山ブロックを含み、また炭・遣物とも多量に含

んでいる。床面には黄褐色土ブロックと黒褐色土との混ざり土で貼床が施されているのを確認した。貼床土は約

－10－
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第7図　奈良期嚢集中部平・断面図

5cmの厚さがある。貼床土を掘り下げた後、新たにピットと周壁清を確認したため、建替が行われていることが

分かった。柱穴は、建替前はP2・P3′、建脊後はP2は同位置のままP3に拡大させている。西側が調査区

外に広がるため、主柱穴は2本だけではない可能性がある。柱穴間距離はP2－P3′　で1．16m、P2－P3で

1．58mである。P3′が建替のためか不整形になるもののP2・P3の掘り方は円形である。P2では長径23cm

短径16cmの貼床土で埋められていない部分を確認した。Plは、住居南東辺の周壁清が他遺構との切り合いのた

－11－



1　表土
2　暗褐色土（遺物・炭粒含む）
3　褐色土（よくしまる、遣物・炭粒含む）
4　黒色土（無遺物）
5　黄褐色土粒に2が混ざる
6　茶褐色土
7　暗茶褐色土
8　黒褐色土（やや明るい、炭粒含む）
9　黒褐色土
（やや暗い、焼土わずかに含む、炭含む）

10　黒褐色土（焼土・炭含む）
11黒褐色土（焼土やや多い）
12　褐色土
（地山ブロック含む、炭・焼土粒多く含む）

13　淡褐色土
（地山ブロック多く含む、非常によくしまる）

14　褐色土（地山粒含む）
15　褐色土（地山ブロック非常に多く含む）
16　黒褐色土（地山ブロック含む、炭・遺物多く含む）

貼床17　黄褐色土ブロックと黒褐色土との混ざり土

第8図1号・2号住居、2号段状遺構遣構図
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1

2

3

4

5

6

7

8

9

黒褐色土（地山黄褐色土ブロックをわずかに含む）
黒褐色土と黄褐色土の混ざり土
黄褐色土（黒褐色土をわずかに含む）
淡褐色土と地山黄褐色土との混ざり土
淡褐色土
暗黄褐色土（ホーキブロックわずかに含む）
暗黄褐色土（地山白灰色土ブロック多

暗褐色土（地山黄褐色土粒を含む）
暗褐色土と地山ブロック

（黄褐色土・白灰色粘質土
との混ざり土）

10　9より地山ブロックが多い
119よりやや暗褐色土が多い
12　地山白灰色粘質土
（黒褐色土が混ざる）

2号柵列
39．9m

39．9m

ぎ芸L，≒二二千〒」一戸＝」二＝丈＿尋≡

4m

13　暗褐色土
（黄褐色土粒含む）

14　暗褐色土
1514より暗い
16　暗黄褐色土に黒褐色
土が混ざる
17　暗黄褐色土
18　黄褐色土

（17より粘質）
19　暗褐色土

（黄褐色土粒・炭含
む）
20　褐色土と黄褐色土と　g
の混ざり土
21白灰色土
（暗褐色土わずかに
混ざる）

i蓮i′
17

第9図1号掘立柱建物、1号・2号柵列遣構図

めか確認できなかったが、柱穴との位置関係から壁際特殊ピットと考えられる。周壁溝も貼床土と同質の土で埋

められている古段階の周壁溝から新段階の周壁溝へ心々で0．24m拡大している。貼床の床面上から、作業台と考

えられる扁平な石S13と共に、土師器高坪79・甑形土器80が出土している。

1号掘立柱建物　調査区中央の斜面部分（標高39m）に位置する。ピット列は片側しか確認できなかったが、断

面観察で柱（抜き取り）痕跡が確認されたこと、柱穴の規模・配列などから掘立柱建物と考えられる。柱列はP

7－P9まで2間分確認した。地形から考えて、桁行2間×梁行1間の建物と推測される。桁行の全長は心々で

4．05m、各柱穴間の距離はP7－P8で1．92m、P8－P9では2．13mでやや不揃いである。柱掘り方はいずれ

も不整な円形で直径45cm前後である。軸線上での検出面からの深さはP7・P8で約0．3m、P9は約0．2mであ

る。遣物はP7から土師器襲81が、他のピットからも土師器小片が出土した。

柵列　調査区中央の斜面部分（標高39．5m）に位置し、1号・2号溝状遺構から約2～3．5m離れている。ピット

の配列から2列存在すると考えられる。方向は等高線にはぼ平行である。

l号柵列　ピットを4基（Pl～P4）、3間分確認した。長さは心々で6．48mである。各柱穴間の距離はPl－

P2で1．92m、P2－P3で2．40m、P3－P4で2．16mと不揃いである。P4のみ不整な形をしているが、他

は隅丸長方形を基本とした形で、いずれも長軸1．1m前後、短軸1m前後である。検出面からの深さはPl・P

ー13－



3は0．44m、P2・P4は0．18mである。埋土はそれぞれ違うがP2では柱抜き取り痕跡と考えられる土層を確

認している。P2の埋土からは須恵器長頸壷82が出土した。

2号柵列　ピット2基（P5・P6）の1間分確認した。1号住居が埋まった後に造られる。柱穴間距離は心々

で2．38mである。掘り方はP5で直径約1．3m、P6で直径約1mの円形で、深さは最大でP5では0．52m、P6

では0．65m、底面ははぼ平らである。両方とも柱抜き取り痕跡は確認できなかった。埋土上層からP5では石と

ともに竃83が、P6では土製支脚84が出土している。

1号・2号溝状遺構　丘陵尾根筋からやや下った位置（標高39～41m）にある。1号墳の南側周溝をやや削る。

東西はさらに調査区外に延び、調査区内では長さ14．5m分を検出した。検出した幅は第10図断面d－d′の位置

では4．5mである。検出面（北側肩）からの深さはP32のあたりで0．3mである。底面の断面形はやや凹んだよう

になり、底面には楕円形の土壕が心々で0．6～0．7mの間隔で連なる。底面は西に行くはど高く、平均斜度は断面

a－a′で80、b－b′では土墳列が存在する部分で80、土墳列より西では40で、両方共に今回の調査地

のある丘陵を徐々に上っていくような傾斜である。検出面の土層はⅥ′黄褐色土で、底面は西半分はⅦ白灰色粘

質土まで掘り込むが東半分はⅥ′黄褐色土層中に収まっている。

西側4分の1では底面が2条に分かれ、調査区西壁の断面観察によると斜面上方の溝（1号溝状遺構）のはう

が斜面下方の溝（2号溝状遺構）より新しく、さらに2号溝は大きく2時期に分けられることが分かった。断面

図C－C′の図中では3～6の層が1号溝、7～11は2号溝（古）、12～14が2号溝（新）の埋土である。2号

溝の埋土のうち8～14までは非常に硬化していたが、1号溝の埋土は2号溝のように硬化した土層は認められな

かった。2号溝埋土である硬化土は1号溝との重複のためか断面d－d′では確認できず、また、2号溝（古）

の底面も調査区西端からP32のあたりまでしか確認できない。底面の土壌は長径1～1．4mのもの（Pl～P

7・PlO～P15）と長径0．6m前後のもの（P19以降）との2種類があり、両者の切り合いを観察できたP5で

は後者のはうが新しいことが分かった。

土壌列の方向性と上記の点から溝状遺構の変遷は図中A～Cのように考えることができるこ　2号溝（新）に伴

うと考えられる大型の土壌の配列は、わずかに南へ曲がりながら斜面を上るようにならぶが、P7とPlOとの間

に不連続が認められる。同様にP27・28とP29の間にもやや不連続があるため、土壌数個程度が掘削の単位であ

る可能性が考えられる。底面の土壕は掘り方の形態・底面ともに不整形だが、埋土は1号溝に伴うと考えられる

小型のものは基本的に1層、2号溝の大型のものは上下2層の比較的単純なものであった。小型土壌の埋土（図

中21）・大型土壕の埋土の内下層（18・19）はやや硬くしまり、上層（17）は軟質である。すべてではないが、

土墳埋土上層と下層の境に3皿程度の土器小片・石がやや面的にまとまりをもって出土したものもあった。また、

2号溝検出面（7・12層上面）でも竃・土製支脚などの小片が小型の土壌の大きさと同じ様な範囲でまとまって

出土している部分があった。土墳内からは土師器・須恵器・竃など多種の土器片や平瓦95・鉄浮さらには滑石製

臼玉」3などが出土した。また、溝底面（土壌検出面）では土器片・石・不明鉄製品F6が出土している。

3号溝状遺構　丘陵尾根筋、1号墳の北側周構内で確認した。周溝の掘り下げ中に硬化面（第3図全体図アミ部

分）を検出し、その後各断面での確認になったため、細部の形状等は未確認である。調査区の西壁と東壁で3号

溝底面の硬化土層（北壁は第5図C－C′の37・38層。両壁はd－d′の40層）を確認しているため調査区を越

えて東西に延びると思われる。調査区北壁の土層断面では、1号墳周溝がはぼ完全に埋まってから掘り込まれて

いる。底までの埋土上層は軟質である。底面の硬化土（面）は連続して確認できなかったが、1号墳周溝の北側

部分の埋土も3号溝上層の埋土と同質で、周溝西側のような遣物の多量の出土がみられなかった点、2号土壌の

断面でも硬化土（第12図の1層）が確認できた点などを考えると、1号境の北側に沿った形で延びていたことが
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1　表土
2　茶褐色土
3　褐色土

4　褐色土と地山黄褐色土との混ざり土
5　淡褐色土（黄褐色土粒含む、ややしまる）
6　暗褐色土と地山白灰色粘質土との混ざり土
7　黒褐色土（ホーキ粒わずかに含む、やや軟らかい）
8　暗黄褐色土
9　暗褐色土と地山自灰色粘質土との混ざり土
10　黒褐色土（ホーキ粒わずかに含む）
11黄褐色土と暗褐色土との混ざり土

第10図1号・2号溝状遺構遣構図

1号・2号溝状遺構変遷図

∵・・一・．1－、

1210より暗い
13　淡褐色土（粘質強い）
13′　淡褐色土
14　9より暗い
15　暗褐色土（明るくしまりがない）
16　暗黄褐色土
17　暗茶褐色土

18　灰褐色土（非常に硬化している）
19　明黄褐色土（非常に硬化している）
20　暗茶褐色土と灰褐色土との混ざり土

※　8～14は非常に硬い
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1　表土
2　暗黄褐色土（地山粒子多く含む）
3　茶褐色土（地山粒子・炭わずかに含む）
4　3より暗い

5　明茶褐色土（地山D．K．P．粒子含む）
6　黒色土

7　黒色土（地山粒多く含む）　　　0

［
〓
H
u

l

l

－

．

－

－

一

．

－

1

－

．

－

－

1

－

－

・

1

－

／

第11図　1号段状遺構、1号貯蔵穴、1号・3号・4号土壌遣構図

想像される。時期を示す明瞭な遣物は出土していないが、各遺構が完全に埋まった以降の築造であり、埋土もか

なり軟らかくしまりがないことなどから比較的新しい可能性が高い。

1号段状遺構　丘陵尾根部分（標高41m）、1号境の東側頂部で検出した。1号墳に切られ、東側は遣存しない。

平坦面は最大で長さ8．2m、幅1．9mで、深さは検出面から0．25mである。埋土は茶褐色土の単純層で、土師器小

型丸底壷96・壷97・嚢98・99・高坪100などの遣物を比較的多量に含む。底面ははぼ平らで直径0．25～0．30mの
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1明褐色土（地山粒子多く含む、非常
によくしまる）
2　暗褐色土（ややしまる）
3　褐色土
4　黄褐色土と褐色土との混ざり土
（D．K．P．粒子含む）

5　暗褐色土（粘質強くよくしまる、2
より暗い）
6　暗褐色土（2・5より黒い、2・5

程しまっていない）
7　褐色土（D．K．P．ブロック含む）
8　暗黄褐色土（D．K．P．ブロック多く
含む、黄褐色土とD．K．P．層との漸
移層的なものか？）（地山か？）
9　黄褐色土（自灰色粘質土（地山）と
暗褐色土との混ざり土）

2m

第12図　2号土壌遣構図

ピットが3基ならぶ。ピットは深さ0．50～0．74mと不揃いである。1号墳に削られる東側斜面でも、同程度の間

隔・深さであれば検出可能だが、ピットは確認できなかった。底面からの遣物はなかった。

2号段状遺構　丘陵斜面部分（標高40m）に位置する。調査区内では1号住居と重複するため、全容は不明であ

るが、斜面をカットし水平部分を造り出しており、また、1号住居とは時期が違う遺構である可能性があるので

段状遺構とした。平坦面の長さは2．6m、幅は1m確認した。肩から平坦面までは0．15mの深さがある。段の際

は幅0．5m、平坦面からの深さ3cm程度の浅い溝状になる。埋土からは土師器賓・高坪・小型丸底壷などの小片

が出土している。溝部分の底部からは甑形土器が出土した。
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1表土
2　暗褐色土（遺物・炭粒含む）
3　褐色土（遺物・やや大きめの炭粒含む）
4　褐色土（遣物・炭粒含む、3よりかなりよくしまる）
5　黒色土（無遺物）

第13図　土器溜断面図

1号貯蔵穴　丘陵尾根部分、1号境の西側で検出した。1号墳の周溝に切られて、わずかに遣存する。貯蔵穴直

上部分の地山面から底面までの深さは0．8mである。断面の形態は三角フラスコ状になると推定される。底面は

確認した範囲では幅1．94m・奥行き0．58mを測り、遣存している部分から直径2．4m程度に復元される。埋土中か

らは弥生土器肇101・102が出土した。また、貯蔵穴周辺の1号墳周溝最下層より、弥生土器高坪103・104が出土

している。

1号土壌　丘陵尾根部分、1号段状遺構の中に位置する。掘り方は0．84×0．74mの楕円状である。深さは0．9mで、

底面ははぼ水平である。埋土は褐色土系の単純層であった。遣物は主に埋土上層に多く、土師器嚢105・106・高

坪・小型丸底壷が出土している。

2号土壌　調査区北東隅の丘陵尾根部分に位置する。1号境の周溝を削る形で北東側に急に低くなっている部分

に造られている。長軸は0．84m残存し、短軸は0．72mで、深さは最大で0．4mである。断面観察によると、2号土

墳上に幅2．12m、土壌肩からの高さ約0．2mの盛り土状の層（第12図断面図7層）が認められた。調査区外の法

面の観察から1号墳の東側にも古墳が存在する可能性があり、2号土壌はその古墳の周構内埋葬施設の可能性が
註）

考えられる。大山遺跡C地区などで周構内埋葬施設にも墳丘が造られる例が知られているが、2号土墳上に確認

した7層は盛り土と考えられるような硬さがなく、その範囲も明確にはしがたいこと、供献状態と考えられる遣

物も存在しないことなどから現段階ではその判断は保留したい。土境内からは土師器小片が出土した。

3号土壌　調査区南側の斜面部分（標高37m）に位置する。基本的層序のところで述べたII′層下の黒色土上面

では検出できず、確認できたのは黒色土下のⅤ層上面であるが、埋土が黒色土であるため本来の検出面は黒色土

上面であると考えられる。長軸0．88m、短軸0．66m、土壌肩から鉛直方向に最大0．21mの深さがある。埋土から

遣物は出土しなかった。

4号土壌　3号土境から南東に1．74m離れた所（標高36m）に位置する。確認したのは黒色土下のⅤ層上面だが、

3号土壌と同じく埋土は黒色土のため本来の検出面は黒色土上面と考えられる。長軸は0．59m、短軸は0．57m、

土墳肩からの深さは最大0．76mである。埋土から遣物は出土しなかった。

土器溜　調査区南側の調査区際（標高38．5m）、1号住居から約4．5m南東に位置する。斜面部分の包含層を掘り

下げ中に土師器嚢が集中して出土したため周辺を平面的に精査したが、掘り方にあたるものは検出できなかった。

調査区際にサブトレンチを設定し土層を確認したところII層（第13図断面図2層）の下、II′層（断面図中4層）

の上面からテラス状に落ち込む層（断面図中3層）の底面にはぼ正位のまま土師器嚢が置かれているような状態

であることが確認できた。再度平面的に精査したが、掘り方のプラン・床面共に確認できず、土器の集中範囲を

確認するに止まった。集中範囲は1×0．8mの範囲で、調査区外には広がらない様子である。土器を含む落ち込

み（3層）の断面形態は2段掘りのようになるが、1段目の肩、底面の境界は漸移的であった。2段目の深さは
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0．38mである。集中して出土した遣物は土師器嚢が6個体107～110、小型の賓が2個体111・112で、ほぼ完形の

まま出土した。竪穴式住居・段状遺構などの遺構である可能性も十分考えられるが、落ち込みに伴うピットなど

が検出できなかったため、今回は土器溜として報告した。

註　眞田康幸他　『立縫遺跡群Ⅳ　大山遺跡発掘調査報告書（C・D地区）』　倉吉市教育委員会1989

2　遣物
今回の調査では弥生土器・土師器・須恵器・土製晶・鉄製品・玉類・石製品などコンテナ約50箱分の遣物が出

土した。ここでは土製品・鉄製品（第22図）などについて述べ、その他は観察表に一括した。

遺跡全体で出土した土製品の種類と数は、土製馬形4、土製猪形1、土製動物形1、土製紡錘車6、土玉1、

手捏土器48（賓13、域21、器種不明14）、その他器種不明の土製品30の合計91である。

土製馬形（41～44）　具象的な外形だが目鼻口の表現がない頭部片41、同じく口しかない頭部から胴部の42と、

抽象的に目鼻口とたてがみを表現した頭部片43・朋がある。

土製猪形（45）　具象的な外形で耳と尾を表現し、左側二股が欠けている。

土玉（50）　直径2．4cmで上下から穿孔をするが貫通していない。

土製紡錘車（47～49）　6個体出土した。断面形態が板状のもの1点（47）、三角形のもの1点、高い台形のも

の1点（48）、コマ形のもの2点（49）、他1点の4タイプある。いずれも調整はナデによる。コマ形の49は上下

から穿孔する。

不明土製品（46・75・76）　46は鳥または魚とも推定される均一の厚さを持つ板状ものである。片面に沈線を施

し、翼と尾？あるいはヒレ？を表現する。裏面はナデる。76は円形になるとみられるもので、須恵器坪蓋のかえ

り状の突起があり、その内側はケズる。その反対側はナデる。75は、器台状で焼成前に穿孔を施す。

手捏土器　形態により、口線部が外方に屈曲しているものを肇、口縁部が屈曲せず体部外反のものを塊として取

り扱った。

婆（51～59）　底部の欠損した57を除き平底で、大きく口緑部が外反する51～53とそうでないものとある。調

整は指オサエとナデによる。

塊（60～68）口緑部が直線的に外反する60、ほぼ直立し底部に粗いパケメのある61、内湾気味のその他のもの

がある。調整は、外面指オサエ内面ナデを基本とする。粘土の輪積み痕跡が口緑部に遣存する62、板痕跡のある

60・63がある。67・68は底部を高台状に作り出す。

鉄製品（Fl～F5）　Flは鉄鉱の茎片、木質が一部遣存。残存長3．2cm、残存幅0．5cm、残存厚0．3cm。F2は

長頸鉄とみられる破片で平面形は片刃箭形、断面形は平刃。逆刺は無し。刃の先端は曲げられている。残存長

8．3cm、残存幅1．1cm。F3は聖状鉄製品。残存長13．6cm、幅0．6cm。F4は有袋鉄斧（無肩）の袋部分。残存長

4．5cm、残存幅2．8皿、残存厚0．8m。F5は完形で種別不明。長さ2．7皿、幅2．4皿、厚さ0．4皿、重さ9．1g。

鉄澤について　今回の調査で合計35点、1．，282gの鉄澤が出土している。出土地でみると1号・2号溝状遺構埋

土中が14点・536g、1号墳周溝上層で9点・234gである。表土・包含層出土のものも1号・2号溝状遺構周辺

のものが多い。鉄樺が後期古墳の副葬品・供献遣物として出土している例が岡山県など西日本各地で知られてい
註）

る。1号境は墳丘上部が削平され、細かくは言及できないが、出土地がいずれも7世紀後半以降の層位の出土で、

周溝下層の出土が全くない点を重視するなら、古墳に供献ざれた遣物ではなく、フイゴの羽口・相場などは出土

していないものの、今回の調査地の近隣に製鉄もしくは鍛冶遺構の存在を示唆するものかもしれない。
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56　し逝59

第14図　祭祀遣物
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勾玉模造品（Jl）　滑石製の模造品で一部欠損。残存長3．9m、最大幅2．1m、最大厚0．5皿、両面穿孔で板状で

ある。

臼玉（J2・J3）　2個体出土した。肉眼観察では表面が緑色で、どちらも滑石とみられ、側面に縦方向の擦

痕が遣存する。」2は長さ3．4mm・直径5．7mm・孔径1．8～2．0mm、」3は長さ3．1mm・直径5．7mm・孔径1．8～2．0mmで

ある。

註　大澤正己　「古墳供献鉄樺からみた製鉄の開始時期」『季刊考古学第8号』　雄山閣出版1984

祭祀遺物
〔法皇（）は推定値〕

出　 土　 位　 置 Ph 器　　 種 法　 量 （cm ） 形　　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　　　 法 胎 土　 焼 成　 色 調　 遣 存 度

1 号 墳 周 溝 下 層 6 9 ミ ニ チ ュ ア 口 径　 （5 ．8 ） 口 緑 部 は 外 反 し 、 端 部 は や や 角 張 り 、 端 口 緑 部 内 外 面 ヨ コ ナ デ 。 体 部 外 面 は ナ デ 胎 土 密 。 2 m m 以 下 の 砂 粒 わ ず か に 含 む 。

土 器 最 大 胴 径 （8 ．8 ） 面 は 凹 面 を な す 。 調 整 。 内 面 最 大 胴 径 位 よ り上 は ナ デ 、 下 赤 褐 色 粒 子 含 む 。 焼 成 良 好 。 淡 白 褐 色 。

出雲E 半 は 横 方 向 の へ ラ ケ ズ リ 。 口 線 部 ～ 体 部 上 半 1／5 遣 存 。

70 口 径　 （5 ．5 ） 口 緑 部 は 短 く外 反 す る 。 頚 部 外 面 に は 2 口 緑 部 か ら体 部 上 半 は ナ デ 。 体 部 下 半 は 胎 土 密 。 1 ～ 5 m m 大 の 砂 粒 含 む 。 焼 成 良

最 大 胴 径　 7 ．5 条 の 沈 線 が め ぐ る 。 体 部 は 球 形 で 、 器 壁 外 面 パ ケ メ 調 整 、 内 面 は ヘ ア ケ ズ リ 後 ナ 好 。淡 桃 褐 色 。 底 部 内 面 に 赤 色 顔 料 残 る 。

器 高　　 6 ．7 が 厚 い 。 デ 。 口 緑 部 2 ／3 欠 損 。

調 査 区 S 区 7 1 ミ ニ チ ュ ア 口 径　 （1 1．0 ） 口 頚 部 は 横 方 向 に 開 く 。 ・端 部 は 丸 い 。 口 緑 部 内 外 面 へ ラ ミ ガ キ 後 ヨ コ ナ デ 。 体 胎 土 密 。 1 ～ 2 m m 大 の 砂 粒 含 む 。 焼 成 良

土 器 最 大 胴 径 （8 ．7 ） 部 外 面 非 常 に 丁 寧 な へ ラ ミガ キ 、 内 面 横 好 。 内 面 暗 褐 色 、 外 面 黒 褐 色 。 口 緑 部 ～

襲 方 向 の へ ラ ケ ズ リ 後 へ ラ ミ ガ キ 。 体 部 1／5 遣 存 。

1 号 墳 周 溝 上 層 7 2 口 径　 （9 ．2 ） 口 緑 部 は 短 く外 へ 開 く 。 端 部 は 丸 い 。 口 緑 部 内 外 面 ヨ コ ナ デ 。 体 部 外 面 は 縦 方 胎 土 密 。 1 ～ 2 m m 大 の 砂 粒 比 較 的 多 量 に

最 大 胴 径 （8 ．9 ） 向 の ナ デ 、内 面 は 斜 め 方 向 の へ ラ ケ ズ リ。 含 む 。 焼 成 普 通 。 暗 褐 色 。 口 緑 部 ～ 体 部

1／3 遣 存 。

調 査 区 S 区 7 3 土 師 器 口 径　 （8 ．8 ） 小 型 。 口 緑 部 は 退 化 し た 二 重 口 縁 で 、 屈 口 緑 部 内 外 面 ヨ コ ナ デ 。 体 部 内 面 、 頚 部 胎 土 密 。 1 ～ 4 m m 大 の 砂 粒 含 む 。 焼 成 良

襲 最 大 胴 径 曲 部 は 鈍 い 。 体 部 最 大 胴 径 位 に 、 焼 成 後 か ら 最 大 胴 径 位 ま で は ナ デ で 、 指 頭 圧 痕 好 。 淡 褐 串 。 口線 部 ～ 体 部 1 ／4 遭 存 。

（15 ．0 ） の 穿 孔 と み られ る 欠 損 部 分 が あ る。 外 面

体 部 上 半 に 、 点 と線 を 単 位 とす る 2 本 の

線 刻 が あ る 。

残 る 。 最 大 胴 径 位 以 下 は 横 方 向 の へ ラ ケ

ズ リ 。

1 号 段 状 遺 構 7 4 ミ ニ チ ュ ア 脚 径　 （6 ．0 ） 高 坪 の 脚 部 。 裾 部 は 横 方 向 に 屈 曲 し 、 端 柱 状 部 内 面 は 器 面 平 滑 。 そ の 他 は ナ デ 。 胎 土 精 良 。 1 m m 大 の 砂 粒 わ ず か に 含 む 。

埋 土 上 層 土 器 部 は 丸 い 。 底 部 に は 、 へ ラ 記 号 が 認 め ら 赤 褐 色 粒 子 含 む 。 焼 成 普 通 。 淡 褐 白 色 。

高 杯 れ る 。 脚 部 の み 遺 存 。 端 部 1 ／4 欠 乱

1号墳
〔法皇（）は推定値〕

出　 土　 位　 置 N n 器 ‘ 種 法　 皇 （cm ） 形　　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　　　 法 胎 土　 焼 成　 色 調　 遺 存 度

周 溝 上 層 1 須 恵 器 杯 口 径　　 9 ．1 小 型 化 し 、‾短 い た ち あ が り を 有 す る坪 。 口 緑 端 部 は い ず れ も ヨ コ ナ デ 。 内 面 は 仕 胎 土 密 。 1 ～ 2 m m 大 の 砂 粒 ご く わ ず か に

器 高　　 3 ．4 2 は 受 部 が 横 方 向 に 開 き た ち あ が りに や 上 げ ナ デ 。底 部 外 面 は 1 ・ 3 は 時 計 回 り、 含 む 。黒 色 物 質 わ ず か に 含 む 。 焼 成 良 好 。

や 高 さ が あ る 。 1 ・ 3 は た ち あ が りが 嬢 2 は 反 時 計 回 りの へ ラ 切 り。 後 1 ・ 2 は 外 面 に 黄 色 の 自 然 粕 が か か る 。 淡 灰 色 。

小 で 、 受 部 は 外 上 方 へ の び る 。 1 の 内 面

に 浅 くや や 幅 広 の へ ラ 記 号 有 り。

ナ デ て 仕 上 げ る 、 3 は 未 調 整 。 口 緑 部 1／4 欠 損 。

（奈 良 期 襲

集 中 部 ）

2 口 径　 （7 ．2 ）

器 高　　 3 ．0

胎 土 密 。 1 m m 大 の 砂 粒 わ ず か に 含 む 。 黒

色 物 質 比 較 的 多 量 に 含 む 。 焼 成 良 好 。 外

面 灰 が か か る 。 淡 灰 褐 色 。 底 部 外 面 に

2 ．5 cm X l．3 m 大 の 別 個 体 の 破 片 が 溶 着 。

1／2 欠 損 。

3 口 径　 （8 ．9 ）

器 高　　 3 ．5

胎 土 密 。 1 ～ 2 m m 大 の 砂 粒 比 較 的 多 量 に

含 む 。 焼 成 良 好 。 内 面 暗 青 灰 色 、 外 面 黒

灰 色 。 2 ／3 欠 損 。

4 口 径　 （1 1．4 ） 底 部 は 平 坦 で 、 口 緑 部 は 外 上 方 へ 直 線 状 口 緑 部 は 内 外 面 ヨ コ ナ デ 。 底 部 内 面 は 回 胎 土 密 。 1 mm 以 下 の 砂 粒 わ ず か に 含 む 。

底 径　 （6 ．5 ） に の び る 。 転 を 利 用 し た ナ デ 。 底 部 外 面 は 時 計 回 り 黒 色 物 質 わ ず か に 含 む 。 焼 成 良 好 。 外 面

器 高　　 3 ．3 の へ ラ 切 り後 未 調 整 で 、 粘 土 塊 を 残 し た

ま ま 。

一 部 光 沢 を も ？ 。 淡 灰 色 。 口 緑 部 1／3 、

底 部 1／2 欠 損 。

5 口 径　 （12 ．2 ） 底 部 は 平 坦 で 、体 部 は 内 湾 し な が ら 開 き 、 口 緑 部 ・体 部 は 内 外 面 ヨ コ ナ デ 。 底 部 内 胎 土 密 。 2 mm 以 下 の 砂 粒 比 較 的 多 量 に 含

底 径　 （7 ．3 ） 口 緑 部 は 外 反 す る。 面 は 仕 上 げ ナ デ 、 外 面 は へ ラ 切 り後 未 調 む 。 黒 色 物 質 比 較 的 多 量 に 含 む 。 焼 成 良

器 高　 （3 ．9 ） 整 。 好 。外 面 光 沢 を も つ 。淡 灰 色 。 口 縁 部 4 ／5 、

底 部 1／2 欠 損 。
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第15図1号墳周溝上層出土遣物1

〔法皇（）は推定値〕

出　 土 位 置 N o． 器　　 種 法　 皇 （cm ） 形　　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　　 法 胎 土　 焼 成　 色 調　 遣 存 度

周 溝 上 層 6 須 恵 器 口 径　 （4 ．8 ） 底 部 は 平 坦 。 体 部 は 胴 が 張 り 、 肩 部 か ら 口 緑 部 か ら 体 部 上 半 ま で 内 外 面 ヨ コ ナ 胎 土 密 。 焼 成 良 好 。 淡 灰 色 。 口 緑 部 ～ 体

小 型 短 頭 壷 最 大 胴 径 （8 ．2 ） や や 下 が っ た 位 置 に 沈 線 が め ぐ る 。 口 緑 デ 。 体 部 外 面 沈 線 を 施 し た 後 ナ デ 。 底 部 部 l ／2 欠 損 。

器 高　　 5 ．3 部 は 内 湾 す る。 外 面 は へ ラ 切 り後 ナ デ だ が 調 整 が 粗 雑

で 、 器 面 粗 い 。 底 部 内 面 は 回 転 を 利 用 し

た ナ デ 。

7 須 恵 器 口径　 （8 ．6 ） 底 部 は 平 坦 で 、 体 部 は 直 線 的 に 上 方 へ の 口 緑 部 か ら体 部 上 半 は 外 面 沈 線 の 施 文 後 胎 土 や や 粗 。 1 ～ 3 m m 大 の 砂 粒 わ ず か に

脚 付 塊 脚 径　 （7 ．3 ） び 口 緑 部 は わ ず か に 外 反 す る 。 脚 部 は 短 ヨ コ ナ デ 。 底 部 外 面 は 反 時 計 回 り の へ ラ 含 む 。 焼 成 普 通 。 淡 灰 色 。 口 緑 部 ～ 体 邸

器 高　 （1 0 ．0 ） く大 き く外 反 し な が ら 広 が り 、 端 部 は わ

ず か に 下 方 向 へ 屈 曲 す る。 体 部 に は 沈 線

が 2 本 め ぐ る 。

ケ ズ リ 、．内 面 は ナ デ 。 脚 部 は 内 外 面 ヨ コ

ナ デ 。

2 ／3 、 底 部 4 ／5、 脚 端 部 2 ／3 欠 損 。

．（奈 良 期 襲 8 須 恵 器 脚 径　 （8 ．9 ） 脚 部 は 直 線 的 に 外 へ 開 く。 端 部 は 外 へ 屈 坪 底 部 外 面 は ナ デ 、 内 面 は 多 方 向 の 仕 上 胎 土 密 。 1 ～ 2 mm 大 の 砂 粒 含 む 。 焼 成 普

集 中 区 ） 高 杯 曲 し 、 下 方 向 へ 引 き 出 さ れ る。 げ ナ デ 。 脚 部 は 内 外 面 ヨ コ ナ デ 。 通 。淡 黒 灰 色 。杯 体 部 以 上 欠 損 。脚 部 1 ／5 、

脚 端 部 2／3 欠 損 。

9 竃 器 高　　 3 1 ．5 体 部 は 上 に い くほ どや や 湾 曲 し な が ら す 外 面 体 部 上 半 は 斜 め 方 向 の ナ デ 、 下 半 は 胎 土 や や 粗 。 1 ～ 3 m m 大 の 砂 粒 多 量 に 含

ぼ ま る 。 庇 は ほ ぼ 水 平 に の び 畠 。 庇 か ら 縦 方 向 の ナ デ 。 釜 孔 の 端 部 は 横 方 向 の ナ む 。 赤 褐 色 粒 子 比 較 的 多 量 に 含 む 。 焼 成

釜 孔 ま で は 短 い 。 釜 孔 の 形 は 隅 丸 方 形 に デ 。 端 部 の ナ デ は 強 い 。 内 面 体 部 上 半 は 良 好 。 内 面 赤 褐 色 、 外 面 淡 褐 色 。 庇 部 分

近 い 。 縦 方 向 の へ ラ ケ ズ リ 。 焚 口 内 面 は へ ラ ケ

ズ リ 。

約 2／3 、 体 部 上 半 約 1 ／3 遺 存 。

1 1 土 製 支 脚 底 径　 （1 1．7 ） 頂 部 に 2 本 は 長 い 、 1 本 は 短 い 把 手 を 持 体 部 は 縦 方 向 の ナ デ 。 体 部 下 端 は 横 方 向 胎 土 密 。 1 ～ 3 m m 大 の 砂 粒 比 較 的 多 量 に

つ 。 1 1 は 底 部 に え ぐ りが あ る が 、 1 2 は 平

坦 。

の ナ デ 、 指 頭 圧 痕 が み ら れ る 。 含 む 。 赤 褐 色 粒 子 比 較 的 多 量 に 含 む 。 焼 ・

成 良 好 。 淡 褐 色 。 体 部 下 半 約 1 ／2 遺 存 。
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〔法量（）は推定値〕

出　 土　 位　 置 N o． 器　　 種 法　 皇 （cm ） 形　　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　　 法 胎 土　 焼 成　 色 調　 遺 存 度

周 清 上 層 12 土 製 支 脚 底 径　 （1 2 ．0 ） 頂 部 ・把 手 周 辺 は 横 方 向 の 、 体 部 は 縦 方 胎 土 密 。 1 ～ 5 m m 大 の 砂 粒 比 較 的 多 量 に

（奈 良 期 嚢

集 中 部 ）

器 高　 （12 ．6 ） 向 の へ ラ ケ ズ リ 。 底 部 に は 板 目 残 る 。 含 む 。 赤 褐 色 粒 子 比 較 的 多 量 に 含 む 。 焼

成 良 好 。 淡 赤 褐 色 。 把 手 2 本 、 体 部 下 端

1／3 欠 損 。

13 奈 良 期 嚢 口径　 （28 ．9 ） 基 本 的 に 口 緑 部 は 外 反 し て 外 に 開 き 、 体 基 本 的 に 口 頚 部 は ヨ コ ナ デ だ が 、 2 1 ～ 2 3 胎 土 や や 粗 い 。 1 ～ 3 m m 大 の 砂 粒 多 量 に

最 大 胴 径 部 は 球 形 。 口 縁 部 が 長 い も の 1 3 ～ 18 ・ の 口 綾 部 内 面 に 横 方 向 の パ ケ メ の 痕 跡 が 含 む 。 赤 褐 色 粒 子 比 較 的 多 量 に 含 む 。 焼

（27 ．5 ） 2 1 ・2 4 ・2 5 、 短 い も の 2 0 ・2 2 ・2 3 、 短

く横 方 向 に 開 く も の 19 ・2 6 の 差 が あ る 。

ま た 2 4 ～ 2 6 は 最 大 胴 径 位 が 頚 部 に あ る 。

の こ る 。 体 部 外 面 は 上 半 を 縦 方 向 の パ ケ

メ 、 下 半 を 斜 め ～ 横 方 向 の パ ケ メ 調 整 す

る。 16 ・18 ・2 5 ・2 6 は パ ケ メ 調 整 し た 後

成 普 通 。 淡 褐 色 。 口 緑 部 ～ 体 部 1 ／8 遺 存 。

14 口 径　　 2 6 ．1 胎 土 や や 粗 い 。 1 ～ 3 m m 大 の 砂 粒 多 量 に

最 大 胴 径
15 は 体 部 上 半 に 2 条 の 不 整 な 沈 線 が 施 さ ナ デ る 。 体 部 内 面 は 13 が 頭 部 以 下 縦 方 向 含 む 。 赤 褐 色 粒 子 比 較 的 多 量 に 含 む 。 焼

（2 4 ．7 ）
れ る。

＼

の へ ラ ケ ズ リ 。 他 は 体 部 中 位 以 下 を 縦 方

向 の へ ラ ケ ズ リ し た 後 、 頚 部 直 下 ま で 横

方 向 の へ ラ ケ ズ リす る。

成 や や 悪 い 。 器 面 荒 れ る 。 淡 赤 褐 色 。 口

緑 部 完 存 、 頚 部 以 下 1／3 遺 存 。

1 5 口 径　 （2 5 ．4 ）

最 大 胴 径

’（2 3 ．3 ）

胎 土 や や 粗 い 。 1 ～ 2 u m 大 の 砂 粒 多 量 に

含 む 。 赤 褐 色 粒 子 比 較 的 多 量 に 含 む 。 焼

成 普 通 。 淡 暗 褐 色 。 外 面 体 部 下 半 煤 付 着 。

口 緑 部 1／2 、 体 部 上 半 1／8 遺 存 。

1 6 口 径　　 2 5 ．2

最 大 胴 径

（2 3 ．5 ）

胎 土 や や 粗 い 。 1 ～ 5 m m 大 の 砂 粒 多 量 に

含 む 。赤 褐 色 粒 子 含 む 。焼 成 良 好 。淡 褐 色 。

外 面 口 緑 部 以 下 煤 付 着 。 体 部 下 半 欠 損 。

17 口 径　　 2 6 ．3

最 大 胴 径

（2 5 ．0 ）

胎 土 や や 粗 い 。 1 ～ 3 m m 大 の 砂 粒 多 量 に

含 む 。赤 褐 色 粒 子 含 む 。焼 成 悪 い 。赤 褐 色 。

内 外 面 と も 風 化 著 し い 。 体 部 下 半 欠 損 。

18 口 径　　 2 5 ．1

最 大 胴 径

（2 4 ．0 ）

胎 土 や や 粗 い 。 1 ～ 3 m m 大 の 砂 粒 多 量 に

含 む 。 赤 褐 色 粒 子 比 較 的 多 量 に 含 む 。 焼

成 普 通 。 淡 褐 色 。 体 部 下 半 欠 損 。

19 口 径　 （3 1 ．9 ） 胎 土 や や 粗 い 。 1 ～ 3 mm 大 の 砂 粒 多 量 に

含 む 。 赤 褐 色 粒 子 含 む 。 焼 成 良 好 。 淡 白

褐 色 。 口 頭 部 1／2 遣 存 。

2 0 口 径　 （2 2 ．7 ） 胎 土 や や 粗 い 。 1 ～ 4 m m 大 の 砂 粒 比 較 的

多 量 に 含 む 。 赤 褐 色 粒 子 比 較 的 多 量 に 含

む 。 焼 成 普 通 。 淡 褐 色 。．口 頭 部 1 ／4 遣 存 。

2 1 口 径　 （2 7 ．5 ） 胎 土 や や 粗 い 。 1 ～ 7 m m 大 の 砂 粒 比 較 的

多 量 に 含 む 。 焼 成 良 好 。 淡 暗 褐 色 。 口 頚

部 1／5 遺 存 。

2 2 口径　 （24 ．0 ）

最 大 胴 径

（23 ．2 ）

胎 土 や や 粗 い 。 1 ～ 3 Ⅷ田1大 の 砂 粒 比 較 的

多 量 に 含 む 。 赤 褐 色 粒 子 わ ず か に 含 む 。

焼 成 良 好 。殉 色 。 外 面 口緑 部 以 下 煤 付 着 。

口 頚 部 1／2 、．体 部 上 半 わ ず か に 遭 存 。

2 3 口 径　　 22 ．0

最 大 胴 径

（22 ．3 ）

胎 土 や や 粗 い 。 1 ～ 3 m m 大 の 砂 粒 比 較 的

多 量 に 含 む 。 焼 成 普 通 。 淡 褐 色 、 内 面 黒

ず む 。 口 頚 部 2 ／3 、 体 部 上 半 1／5 遭 存 。

24 口 径　 （3 1．3 ）

最 大 胴 径

（2 3 ．4 ）

胎 土 密 。 1 ～ 3 m m 大 の 砂 粒 多 量 に 含 む 。

赤 褐 色 粒 子 比 較 的 多 量 に 含 む 。焼 成 良 好 。

茶 褐 色 。 口 頚 部 1／8 遣 存 。

25 口 径　 （2 8 ．5）

最 大 胴 径

（2 3 ．6 ）

昭 土 や や 粗 い 。 1 ～ 3 m m 大 の 砂 粒 比 較 的

多 量 に 含 む 。 焼 成 普 通 。 口 頚 部 1／8 遣 存 。

2 6 口 径　 （2 9 ．4 ）

最 大 胴 径

（2 5 ．0 ）

胎 土 や や 粗 い 。 1 ～ 4 mm 大 の 砂 粒 多 量 に

含 む 。 焼 成 普 通 。 淡 白褐 色 。 口 頚 部 1／4 、

体 部 上 半 わ ず か に 遺 轟 。

周 溝 下 層 2 7 土 師 器 口 径　　 7 ．8 口 緑 部 は 上 外 方 に 直 線 的 に 開 く 。 口 緑 端 口 緑 部 内 外 面 ヨ コ ナ デ 。 体 部 外 面 は 胴 部 胎 土 密 。 1 ～ 2 mm 大 の 砂 粒 を 含 む 。 赤 褐

小 型 丸 底 壷 最 大 胴 径　 8 ．8 部 は 丸 く お さ め る 。 体 部 は 扁 球 形 。 27 は 中 位 付 近 を 縦 方 向 、 底 部 は 斜 め 方 向 の ハ 色 粒 子 を 含 む 。 焼 成 普 通 。 淡 白 褐 色 。 口

器 高　　 8 ．7 底 部 に 焼 成 後 の 4 × 0 ．5 ～ 0 ．9 cm の 穿 孔 が

外 側 か ら施 さ れ る 。

ケ メ 調 整 。 胴 部 内 面 ナ デ 。 底 部 内 面 横 方

向 の へ ラ ケ ズ リ 後 指 頭 圧 痕 。

緑 部 1 ／5 欠 損 。

2 8 口 径　 （6 ．0 ） 口 緑 部 内 外 面 ヨ コ ナ デ 。 体 部 外 面 頚 部 以 胎 土 密 。 1 ～ 2 mm 大 の 砂 粒 を 含 む 。 焼 成

最 大 胴 径　 7 ．5

器 高　　 6 ．2

下 縦 方 向 の パ ケ メ 調 整 後 、 胴 部 下 位 横 方

向 の パ ケ メ 調 整 。 体 部 内 面 ナ デ 。

良 好 。 淡 褐 色 。 口 緑 部 3 ／4 欠 損 。
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第17図1号墳周溝下層出土遣物1

〔法皇（）は推定値〕

出　 土　 位　 置 fh 器　　 種 法　 皇 （cm ） 形　　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　　 法 胎 土　 焼 成　 色 調　 遺 存 度

周 溝 下 層 29 土 師 器 口 径　　 5 ．6 口 線 部 内 外 面 ヨ コ ナ デ 。 胴 部 外 面 中 位 以 胎 土 密 。 1 m m 大 の 砂 粒 を 含 む 。 焼 成 良 好 。

小 型 丸 底 壷 最 大 胴 径　 6 ．6

器 高　　 5 ．8

下 パ ケ メ 。胴 部 内 面 横 方 向 の へ ラ ケ ズ リ。 淡 赤 褐 色 。 体 部 ～ 底 部 約 1／3 欠 損 。

3 0 土 師 器 口 径　 （1 6 ．9 ） 口 線 部 は 外 反 し 、 体 部 は 球 形 。 口 緑 端 部 口 緑 部 内 外 面 ヨ コ ナ デ 。 頚 部 外 面 は ヨ コ 胎 土 密 。 1 ～ 4 m m 大 の 砂 粒 多 量 に 含 む 。

嚢 最 大 胴 径 は 丸 く、 端 部 外 面 は 強 い ヨ コ ナ デ に よ り ナ デ 、 内 面 は ナ デ 調 整 。 外 面 肩 部 横 方 向 焼 成 良 好 。 淡 褐 色 。 口 緑 部 ～ 底 部 に か け

（2 5 ．9 ）

器 高　 （2 6 ．6 ）

器 壁 を 薄 くす る。 の パ ケ メ 後 、 体 部 は 縦 方 向 の パ ケ メ 、 底

部 ナ デ 。 内 面 肩 部 以 下 斜 め 方 向 の へ ラ ケ

ズ リ、 肩 部 指 頭 圧 痕 、 底 部 棒 状 工 具 に よ

る 刺 突 痕 。

て 1／3 遺 存 。

3 1 土 師 器 最 大 胴 径 体 部 は 胴 部 中 位 で 強 く屈 曲 す る扁 球 形 で 頚 部 内 外 面 ヨ コ ナ デ 。 外 面 胴 部 中 位 横 方 胎 土 密 。 1 ～ 3 m m 大 の 砂 粒 を 多 量 に 含 む 。

鉢 （2 3 ．0 ） 底 部 は 平 た い 。 向 の パ ケ メ 、 胴 部 下 半 縦 方 向 の パ ケ メ 後 赤 褐 色 粒 子 わ ず か に 含 む 。 焼 成 良 好 。 淡

底 径　 （8 ．9 ） ナ デ 。 内 面 は 頚 部 ～ 胴 部 ま で 横 方 向 、 底

部 は 斜 め 方 向 の へ ラ ケ ズ リ 。

白 褐 色 。 肩 癖 ～ 底 部 1／3遣 存 。

3 2 土 師 器 口 径　 （1 1．8 ） 丸 み を も つ 底 部 か ら 、 口 緑 部 は や や 内 湾 口 緑 部 内 外 面 ヨ コ ナ デ の 後 、 内 面 に 横 方 胎 土 密 。 1 ～ 2 m m 大 の 砂 粒 含 む 。 焼 成 良

坪 し な が ら た ち あ が る 。 端 部 は 丸 み を お び

る が 外 側 に や や 面 を な す 。 底 部 外 面 は や

や 凹 凸 が 残 る 。

向 の へ ラ ミ ガ キ を 施 し 、 さ ら に 底 部 に 放

射 状 の へ ラ ミ ガ キ 。 外 面 は ナ デ だ が 底 部

中 央 を 一 方 向 の へ ラ ケ ズ リ す る 。

好 。 淡 白 褐 色 。 1 ／2 遭 存 。

3 3 土 師 器 口 径 ・ （16 ．5 ） 杯 部 は 皿 状 で 浅 い 。 口 緑 端 部 は 小 さ く角 師 部 外 面 縦 方 向 の パ ケ メ 後 ナ デ 、 内 面 縦 胎 土 密 。 1 ～ 2 m m 大 の 砂 粒 を 多 量 に 含 む 。

高 坪 張 り端 面 は 凹 面 を な す 。 脚 部 は 上 位 が 先 方 向 の へ ラ ミ ガ キ 後 ナ デ 。 柱 状 部 外 面 面 焼 成 良 好 。 淡 褐 白 色 。 坪 部 1／2 達 存 。 脚

す ぼ ま りで 下 位 が 下 方 に 開 く柱 状 部 と外

方 に 大 き く 開 く 裾 部 か ら な る 。

取 り状 の へ ラ ミ ガ キ 、 内 面 絞 り 目 残 る 。 端 部 欠 損 。

34 脚 径　 10 ．1 上 位 が 先 す ぼ ま り で 下 位 が 外 方 に 開 く柱 柱 状 部 外 面 面 取 り 状 の へ ラ ケ ズ リ 後 ナ 胎 土 密 。 ‘1 ～ 2 m m 大 の 砂 粒 を 少 量 含 む 。

状 部 と外 方 に 大 き く 開 く裾 部 か ら な る 。

脚 端 部 は 角 張 る。

デ 。裾 部 外 面 ナ デ 、内 面 斜 め 方 向 の パ ケ メ 。 赤 褐 色 粒 子 を 含 む 。 焼 成 悪 い 。 淡 褐 白 色 。

坪 部 欠 損 。

3 5 須 恵 器 底 部 は 扁 平 で 、 受 部 は 外 上 方 へ の び 、 端 体 部 内 面 に 同 心 円 夕 タ キ 目 文 残 る 。 底 部 胎 土 密 。 1 ～ 4 mm 大 の 砂 粒 含 む 。 焼 成 良

坪 部 は 鋭 い 。 内 面 仕 上 げ ナ デ 。 底 部 外 面 は 時 計 回 り の

へ ラ ケ ズ リ。

好 。 淡 青 灰 色 。 体 部 か ら底 部 1／2 遭 存 。
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第18図1号墳周溝下層出土遣物2

〔法量（）は推定値〕

出　 土　 位　 置 N n 器　　 種 法　 量 （cm ） 形　　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　　 法 胎 土　 焼 成　 色 調　 遣 存 度

周 溝 下 層 3 6 須 恵 器 最 大 胴 径 肩 部 は や や な だ ら か で 、 底 部 は 丸 み を お 底 部 外 面 平 行 タ タ キ 。 底 部 内 面 に 突 き 込 胎 土 密 。 1 m m 大 の 砂 粒 わ ず か に 含 む 。 黒

施 （1．0 ・2 ） び る 。 肩 部 に 2 条 の 沈 線 を 施 文 後 、 沈 線

の 間 に 波 状 文 を め ぐ らせ る 。 頚 部 に も波

状 文 め ぐ る 。

み 痕 残 る。 色 物 質 多 量 に 含 む 。 焼 成 良 好 。 肩 部 外 面

及 び 底 部 内 面 自 然 粕 か か る 。 淡 灰 色 。 頚

部 l ／5 、 体 部 か ら底 部 1／2 遭 存 。

3 7 円 筒 埴 輪 口径　 （29 ．1 ） 2 条 の 突 帯 を も つ 。 体 部 は 外 傾 す る 。 器 38 は 器 面 が 荒 れ 、 明 ら か で は な い が 、 他 胎 土 密 。 1 ～ 4 mm 大 の 砂 粒 を 多 量 に 含 む 。

壁 が 厚 手 の も の 3 7 ・3 9 と や や 薄 い も の は 外 面 は 縦 方 向 の パ ケ メ 調 整 を し た 後 、 赤 褐 色 粒 子 含 む 。 焼 成 良 好 。 淡 褐 色 。 外

3 8 の 2 種 類 が あ る 。 3 8 の 口 緑 部 は 大 き 突 帯 を 貼 りつ け 、そ の 後 は 調 整 さ れ な い 。 面 黒 斑 有 り。 基 底 部 欠 損 。 口 緑 部 ～ 体 部

く外 反 す る 。 突 帯 の 断 面 は 梯 形 で あ る 。

透 か し は 円 形 で 、 2 方 に 設 け ら れ 、 上 方

の 突 帯 の 直 下 か ら穿 孔 さ れ る 。 37 ・3 9 は

内 面 は 縦 方 向 の へ ラ ケ ズ リ の 後 、 口 緑 部

を ヨ コ ナ デ す る 。 37 ・3 9 は 外 面 及 び 口 緑

部 内 面 に 、 38 は 外 面 及 び 1 段 目 の 突 帯 の

1／2 欠 損 。

38 口 径　 （3 0 ．3 ） 胎 土 密 。 1 ～ 5 皿 大 の 砂 粒 を 多 量 に 含 む 。

大 き く 、 3 8 は や や 小 さ い 。 内 側 ま で 赤 色 顔 料 が 塗 彩 さ れ る。
焼 成 普 通 。 淡 黄 褐 色 。 内 面 風 化 著 し い 。

体 部 下 半 欠 損 、 体 部 上 半 2 ／3 欠 損 。

39 口 径　 （2 7 ．5 ） 胎 土 密 。 1～ 3 m m 大 の 砂 粒 を 多 量 に 含 む 。

赤 褐 色 粒 子 含 む 。 焼 成 良 好 。 白 褐 色 。 外

面 に 黒 斑 有 り。 基 底 部 欠 損 。 口 緑 部 ～ 体

部 1／3遭 存 。

4 0 甑 形 土 器 口 径　 （6 6 ．7 ） 大 型 。 円 筒 形 で 下 方 が 狭 く な る 。 口 緑 端 口 緑 部 内 外 面 横 方 向 の パ ケ 後 ナ デ 。 胴 部 3 m m 以 下 の 砂 粒 を 含 む 。 焼 成 普 通 。 橙 褐

部 カ ッ ト。 上 部 に 縦 位 の 環 状 把 手 を 1 対

つ け る 。

内 外 面 縦 方 向 の パ ケ 。 色 。 口 緑 部 1／9 遺 存 。
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2号住居
〔法量（）は推定値〕

出　 土　 位　 置 N o． 器　　 種 法　 量 （cm ） 形　　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　　　 法 胎 土　 焼 成　 色 調　 遣 存 度

埋 土 77 土 師 器 最 大 胴 径 （9 ．3） 体 部 は や や 肩 の 張 る 球 形 。・底 部 は 丸 く閉 体 部 外 面 は 縦 方 向 の パ ケ メ 。 内 面 肩 部 の 胎 土 密 。 1 ～ 2 m m 大 の 砂 粒 含 む 。 焼 成 艮

小 型 台 付 壷 じ ず 、 外 側 へ 開 く 台 部 に 続 く 。 あ た り ま で ナ デ 、 そ れ 以 外 は 横 方 向 の へ

ラ ケ ズ リ。

好 。 橙 褐 色 。 台 部 内 外 面 に 白 色 の 顔 料 状

の も の 付 着 。 体 部 1／3 遣 存 。

床 面 78 土 師 器 口 径　 （15 ．1） 口 緑 部 は 退 化 し た 二 重 口 緑 で 、 外 反 気 味 口 緑 部 内 外 面 ヨ コ ナ デ 。 外 面 頭 部 ～ 肩 部 ‘ 胎 土 密 。 1 ～ 5 m m 大 の 砂 粒 を 含 む 。 赤 色

嚢 に た ち あ が り端 部 外 側 に 面 を な し て 肥 厚 に か け て 縦 方 向 の パ ケ メ 後 肩 部 横 方 向 の 粒 子 含 む 。 焼 成 良 好 。 淡 赤 褐 色 。 口 縁 部

す る 。 端 面 は 凹 面 を な す 。 パ ケ メ 。 肩 部 内 面 横 方 向 の へ ラ ケ ズ リ を

施 す が 指 頭 圧 痕 残 る。

1／2 、 頚 部 1／8 遣 存 。

79 土 師 器 口 径　 （2 5 ．2 ） 坪 部 と 底 部 と の 境 界 で 屈 曲 し 、 外 反 す る 師 部 内 面 へ ラ ミガ キ の 可 能 性 有 り。 胎 土 密 。 1 m m 大 の 砂 粒 を 少 量 含 む 。 焼 成

高 塀 口 緑 部 。 口 緑 端 部 は 面 を な す 。 普 噂 。 淡 褐 白 色 。 師 部 1／4 遭 存 。 脚 部 欠

損 。

8 0 甑 形 土 器 口 径 ‾ （6 6 ．7 ） 大 型 。 円 筒 形 で 、 底 部 が す ぼ ま り タ ガ 状 口 緑 部 、 底 部 内 外 面 ヨ コ ナ デ 。 胴 部 外 面 5 m m 以 下 の 砂 粒 を 含 む 。 焼 成 普 通 。 橙 褐

底 径　 （1 7 ．1）・ の 突 帯 が つ く。 上 部 に 縦 位 の 環 状 把 手 を

1 対 、 下 部 に 横 位 の 環 状 把 手 を 1 対 つ け

る。

縦 パ ケ 。 胴 部 内 面 横 パ ケ 。 色 。 口 緑 部 1／3 、 底 部 1／2 遺 存 。

1号掘立柱建物
〔法皇（）は推定値〕

出　 土　 位　 置 N o． 器　　 種 法　 量 （cm ） 形　　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　　 法 胎 土　 焼 成　 色 調 ‾ 遺 存 度

P 7 8 1 土 師 器 嚢 口径　 （1 7 ．2 ） 口 緑 部 は 直 立 す る 二 重 口 緑 で 、 口 緑 端 部 口 緑 部 内 外 面 櫛 措 平 行 線 後 ナ デ 消 し。 頚 胎 土 密 。 1 ～ 3 皿m 大 の 砂 粒 を 多 量 に 含 む 。

は 角 張 り、 内 側 に 面 を な す 。 屈 曲 部 は ヨ

コ ナ デ に よ り 引 き 出 さ れ 稜 は 鋭 い 。

部 内 外 面 ナ デ 。 雲 母 含 む 。 焼 成 普 通 。 淡 褐 白 色 。 口 緑 部

1／8 遺 存 。

1号柵列
〔法皇（）は推定値〕

出　 土　 位　 置 N o． 器　　 種 法　 量 （cm ） 形　　　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　　　 法 胎 土　 焼 成　 色 調　 遭 存 度

P 2 8 2 ・ 須 恵 器 直 線 的 に 外 へ 開 く。 頭 部 上 方 に 沈 輝 が 2 沈 線 を 施 文 後 、 内 外 面 ナ デ 調 整 す る 。 体 胎 土 密 。 1 ～ 2 m m 大 の 砂 粒 わ ず か に 含 む 。

長 頚 壷 条 め ぐ る 。 部 と 頚 部 との つ な ぎ 目 に 割 れ 目 残 る。 焼 成 良 好 。外 面 に 灰 が か か る 。淡 黒 灰 色 。

口 縁 部 及 び 体 部 欠 損 。

2号柵列
〔法皇（）は推定値〕

出　 土　 位　 置 N o． 器　　 種 法　 皇 （cm ） 形　　　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　　　 法 胎 土　 焼 成　 色 調　 遺 存 度

P 6 84 土 製 支 脚 頂 部 に 長 い 把 手 2 本 、 短 く 上 下 に つ ぶ れ 頂 部 は お も に 横 方 向 の ナ デ と 指 頭 圧 痕 。 胎 土 密 。 1 ～ 3 m 皿大 の 砂 粒 多 量 に 含 む 。

た よ う な 把 手 を 1 本 も つ 。 頂 部 に は 焼 成 穿 孔 部 分 は ナ デ られ る。 体 部 外 面 は 縦 か 焼 成 良 好 。 淡 白 褐 色 か ら 赤 褐 色 。 頂 部 か

前 の 穿 孔 が あ る 。 体 部 は 空 洞 で 、 わ ず か

に 下 に 向 か っ て 広 が る。

ら 斜 め 方 向 の パ ケ メ 後 ナ デ 、 内 面 は 縦 方

向 の へ ラ ケ ズ リ 。

ら体 部 2／3 遺 存 。

1号・2号溝状遺構
〔法量（）は推定値〕

出　 土　 位　 置 N o． 器　　 種 法　 皇 （cm ） 形　　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　　　 法 胎 土　 焼 成　 色 調　 遣 存 度

2 号 埋 土 8 5 須 恵 器 口径　 （7 ．2 ） 天 井 部 は 扁 平 で 、 擬 宝 珠 形 の つ ま み を も 口 緑 部 内 外 面 ヨ コ ナ デ 。 天 井 部 外 面 は 反 胎 土 密 。 1 m m 大 の 砂 粒 比 較 的 多 量 に 含 む 。

蓋 器 高　　 1．9 つ 。 か え り は 口 緑 端 部 よ りわ ず か に 突 出 時 計 回 りの へ ラ ケ ズ リ 、 内 面 は 仕 上 げ ナ 黒 色 物 質 比 較 的 多 量 に 含 む 。器 面 が 荒 い 。

し 、 太 く短 い 。 デ 。 焼 成 良 好 。 淡 紫 灰 色 。 1 ／2 欠 損 。 長 頭 壷

の 蓋 か 。

2 号 埋 土 最 下 層 8 6 口径　 （1 5 ．0 ） 口 緑 端 部 は 断 面 三 角 形 状 に わ ず か に 下 へ

の び る。

口 縁 部 内 外 面 ヨ コ ナ デ 。 胎 土 密 。 1 m m 以 下 の 砂 粒 含 む 。 黒 色 物 質

比 較 的 多 量 に 含 む 。 焼 成 良 好 。 外 面 光 沢

を も つ 。 淡 灰 色 。 口 緑 部 1／8 遣 存 。

2 号 埋 土 8 7 環 状 つ ま み を も つ 扇 平 な 蓋 。 88 の 口 緑 部 口 緑 部 内 外 面 ヨ コ ナ デ 。 天 井 部 外 面 は 反 胎 土 密 。 1 Ⅲm 以 下 の 砂 粒 含 む 。 焼 成 や や

は 下 へ の び る 。 8 7 の 天 井 部 外 面 つ ま み の 時 計 回 り ．の へ ラ ケ ズ リ 、 内 面 は 仕 上 げ ナ
悪 い 。 内 面 淡 青 灰 色 。 外 面 淡 黒 紫 灰 色 。

内 側 に 「Ⅴ 」 字 状 に 2 画 を 単 位 と し た 刺

突 痕 が め ぐ る 。

デ 。 口 緑 部 欠 損 。 天 井 部 内 面 時 計 回 りの 粘 土

痕 跡 を 残 す 。

8 8 口 径　 （14 ．5 ） 胎 土 や や 粗 。 2 m m 以 下 の 砂 粒 含 む 。 焼 成

普 通 。 淡 灰 色 。 天 井 部 1／5 、 口 緑 端 部 ほ

と ん ど欠 損 。

P 4 8 9 　 須 恵 器 口 径　 （12 ．3 ） 受 部 は や や 外 反 し な が ら 外 に 開 き 、 た ち 口 緑 部 内 外 面 ヨ コ ナ デ 。 底 部 外 面 は 反 時 胎 土 密 。 1 m m 大 の 砂 粒 わ ず か に 含 む 。 焼

杯 あ が り は 内 儀 す る 。 た ち あ が り と 受 部 の 計 回 り の へ ラ ケ ズ リ 。へ ラ ケ ズ リ が 浅 く、 成 良 好 。 内 面 ポ ロ 付 着 。 淡 青 灰 色 。 口 緑

境 に 強 い 沈 線 が め ぐ る 。 及 ん で い な い 部 分 も あ る 。 部 1／2 、 底 部 ほ とん ど欠 損 。
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第19図　2号住居、1号掘立柱建物、1号・2号柵列出土遣物

〔法量（）は推定値〕

出　 土　 位　 置 N o． 器　　 種 法　 皇 ．（cm ） 形　　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　　　 法 胎 土　 焼 成　 色 調　 遺 存 度

検 出 面 9 0 須 恵 器 口 径　 （14 ．5 ） 体 部 は ゆ る や か に湾 曲 し な が ら 外 へ 開 き 、 体 部 か ら 口 緑 部 、 高 台 部 分 内 外 面 ヨ コ ナ 胎 土 密 。 ・1 m m 以 下 の 砂 粒 わ ず か に 含 む 。

高 台 付 杯 脚 径　 （7 ．5 ） 口 緑 部 は わ ず か に 外 反 す る 。高 台 は 薄 く、 デ 。 底 部 内 面 は 仕 上 げ ナ デ 。 焼 成 普 通 。 内 面 淡 青 灰 色 、 外 面 晴 青 灰 色 。

器 高　　 4 ．4 長 い 。 口 縁 部 3 ／4 、 底 部 4 ／5 欠 乱

2 号 埋 土 下 層 9 1 （転 用 祝 ） 脚 径　 （8 ．1 ） 短 い 高 台 が 、 外 へ 張 り 出 す 。 坪 部 内 面 が 底 部 外 面 反 時 計 回 り の へ ラ 切 り 後 ナ デ 、 胎 土 密 。 1 m m 以 下 の 砂 粒 わ ず か に 含 む 。

祝 に転 用 さ れ る 。 坪 部 内 面 に 朱 墨 の 痕 跡 内 面 多 方 向 の 長 い 単 位 の 仕 上 げ ナ デ 。 高 焼 成 や や 悪 い 。 高 台 部 分 特 に 軟 質 。 淡 灰

が 残 る 。 台 部 分 内 外 面 ヨ コ ナ デ 。 色 。 口 緑 部 、 高 台 1／2 欠 損 。

2 号 埋 土 最 下 層 9 2 土 師 器 口 径　 （18 ．8 ） 体 部 か ら 口 緑 部 に か け て ゆ る や か に 内 湾 口 緑 部 内 外 面 ヨ コ ナ デ 。 体 部 内 面 器 面 平 胎 土 密 。 焼 成 普 通 。 内 外 面 赤 色 顔 料 塗 彩 。

皿 す る 。端 部 外 面 に わ ず か に 凹 み が め ぐ る 。 滑 。 口 緑 部 1／8 遺 存 。

2 号 埋 土 9 3 竜 庇 は 横 方 向 に の び る 。 釜 孔 は 遭 存 し て い 焚 口 、体 部 内 面 は へ ラ ケ ズ リ の 後 ナ デ る 。 胎 土 や や 粗 。 1 ～ 4 m m の 砂 粒 多 量 に 含 む 。

る 部 分 は や や 直 線 的 で あ る。 庇 は 横 方 坤 の パ ケ メ の 後 ナ デ 。 パ ケ メ は

粗 い 。

赤 褐 色 粒 子 含 む ム 焼 成 普 通 。 器 面 荒 れ る。

淡 褐 色 か ら 赤 褐 色 。

P 6 9 5 平 瓦 厚 さ 1 ．4 ～ 1 ．9 凸 面 は 格 子 目 叩 き 。 凹 面 は 非 常 に 磨 滅 し

て い る 。

胎 土 密 。 1 ～ 3 m m の 砂 粒 わ ず か に 含 む 。

焼 成 や や 悪 い 。 白 灰 色 。
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1号段状遺構
〔法皇（）は推定値〕

出　 土　 位　 置 N o． 器　　 種 法　 皇 （cm ） 形　　　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　 痕 胎 土　 焼 成　 色 調　 遺 存 度

埋 土 9 6 土 師 器 口径　 （6 ．0 ） 口 緑 部 は 外 上 方 へ ま っ す ぐ開 く。 底 部 は 口 緑 部 内 外 面 ヨ コ ナ デ 。 体 部 内 面 は ナ デ 胎 土 密 。 焼 成 良 好 。 淡 暗 褐 色 。 口 緑 部

小 型 丸 底 壷 最 大 胴 径　 7 ．5

器 高　　 6 ．8

や や 扁 平 で 最 大 胴 径 位 は 低 い 。 だ が 中 位 あ た りに 指 頭 圧 痕 残 る 。 底 部 外

面 は 基 本 的 に 一 方 向 の パ ケ メ 。

1／2 欠 損 。 体 部 か ら 底 部 わ ず か に 欠 乱

埋 土 上 層 9 7 土 師 器 口径　 （13 ．4 ） 口 緑 部 は 短 く 、 端 部 は 凹 み 、 外 側 に 肥 厚 口 緑 部 内 外 面 ヨ コ ナ デ 。 体 部 外 面 上 半 は 胎 土 密 。 1 ～ 2 m m 大 の 砂 粒 含 む 。 焼 成 良

壷 す る 。 屈 曲 部 の 稜 は 鈍 く、 上 面 に 沈 線 が 横 方 向 の パ ケ メ だ が 、 最 大 胴 径 位 は 方 向 好 。 淡 褐 白 色 。 外 面 頚 部 以 下 煤 付 着 。 口

め ぐ る。 体 部 は 肩 が 張 り、 焼 成 後 穿 孔 さ

れ る 。 肩 部 外 面 に 棒 状 工 具 に よ る 刺 突 痕

2 個 有 り。

が や や 乱 れ る 。 内 面 頚 部 か ら肩 部 の あ た

り ま で ナ デ で 絞 り 目 、 指 頭 圧 痕 が 残 る 。

体 部 内 面 は 横 方 向 の へ ラ ケ ズ リ だ が 、 ケ

ズ リ の 位 置 は 低 い 。

緑 部 1／2 、 頚 部 ～ 体 部 1 ／3 遺 存 。

9 8 土 師 器 口径　 （12 ．2 ） 口 縁 部 は わ ず か に 内 湾 し な が ら 外 債 す 口 緑 部 内 外 面 ヨ コ ナ デ 。 体 部 外 面 は 最 大 胎 土 密 。 1 ～ 6 m m 大 の 砂 粒 を 比 較 的 多 量

聾 最 大 胴 径 る 。 口 緑 端 部 は 内 外 に 段 を も つ 。 体 部 は 胴 径 位 よ り下 は 多 方 向 の パ ケ メ 、 上 は 縦 に 含 む 。 赤 褐 色 粒 子 比 較 的 多 量 に 含 む 。

（18 ．4 ） 肩 が 張 る 。 肩 部 外 面 に 棒 状 工 具 に よ る 刺 方 向 の パ ケ メ の 後 横 方 向 の パ ケ メ 。 体 部 焼 成 良 好 。 淡 白 褐 色 。 外 面 口 緑 部 以 下 煤

突 痕 1 個 有 り。 内 面 は 頭 部 の 下 よ り最 大 胴 径 位 ま で 横 方

向 の へ ラ ケ ズ リ 。

付 着 。 口 緑 部 ～ 体 部 1／2遺 存 。

9 9 口 径　 （16 ．3 ） 口 緑 部 は 外 債 す る 二 重 口 緑 。 端 部 は 外 傾 日録 部 内 外 面 ヨ コ ナ デ 。 頚 部 内 面 ナ デ で 胎 土 密 。 1 ～ 3 m m 大 の 砂 粒 含 む 。 焼 成 悪

す る 面 を な し 、 外 側 に 肥 厚 す る 。 屈 曲 部 指 頭 圧 痕 残 る 。 体 部 外 面 は 斜 め 方 向 の ハ い 。 淡 褐 白 色 。 外 面 口 緑 部 以 下 煤 付 着 。

の 稜 は や や 大 き い 。 肩 部 は な だ ら か 。 ケ メ 、 内 面 は 横 方 向 の へ ラ ケ ズ リ で 、 ケ

ズ リの 始 ま る 位 置 は 低 い 。

口 緑 部 ～ 肩 部 1／4 遺 存 。

10 0 土 師 器 口 径　 （2 0 ．0 ） 浅 い 皿 状 の 坪 部 。 口 緑 端 部 は 角 張 り 、 外 外 面 及 び 口 緑 部 内 面 は 斜 め 方 向 の 粗 い ハ 胎 土 密 。 1 ～ 2 m m 大 の 砂 粒 含 む 。 焼 成 良

高 塀 側 に 面 を も つ 。 端 面 は 凹 む 。 ケ メ の 後 ナ デ 調 整 。 内 面 体 部 か ら底 部 に

か け て は 放 射 状 の へ ラ ミガ キ 。

好 。 淡 褐 白 色 。 坪 部 1／5 遺 存 。

1号貯蔵穴
〔法皇（）は推定値〕

出　 土　 位　 置 N o． 器　　 種 法　 量 （皿 ） 形　　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　　　 法 胎 土　 焼 成　 色 調　 遺 存 度

埋 土 10 1 弥 生 土 器 口 径　 （15 ．7 ） 口 緑 部 は 上 外 方 へ 開 く二 重 口 緑 で 、 口 縁 口 線 部 外 面 は 貝 殻 腹 緑 に よ る 平 行 線 を 施 1 ～ 2 m m 大 の 砂 粒 を 含 む 。 焼 成 普 通 。 淡

襲 端 部 は 丸 く お さ め る 。 文 、 内 面 ヨ コ ナ デ 。 頚 部 外 面 パ ケ メ 原 体

に よ る押 圧 文 、内 面 横 方 向 の へ ラ ケ ズ リ。

褐 白 色 。 口 緑 部 外 面 煤 付 着 。 口 緑 部 1 ／4

遺 存 。

10 2 口 径　　 2 3 ．9 口 緑 部 は ほ ぼ 直 立 す る 二 重 口 緑 で 口 緑 端 口 緑 部 外 面 は 貝 殻 腹 緑 に よ る 平 行 線 、 肩 胎 土 密 。 1 ～ 3 m m 大 の 砂 粒 を 比 較 的 多 量

部 は 角 張 る 。 屈 曲 部 の 稜 は 小 さ く 丸 く下 部 外 面 は 波 状 文 を 施 文 。 口 緑 部 内 外 面 ヨ に 含 む 。 焼 成 良 好 。 淡 黄 褐 色 。．体 部 以 下

垂 す る 。 コ ナ デ 。 頭 部 内 面 横 方 向 の へ ラ ミガ キ 後

ナ デ 、 以 下 斜 め 方 向 の へ ラ ケ ズ リ。

す べ て 欠 損 。

1 号 墳 10 3 弥 生 土 器 口 径　 19 ．5 坪 部 は 丸 み を も ち 、 口 線 部 は ゆ る や か に 口 緑 端 部 内 外 面 ヨ コ ナ デ 。 坪 部 内 外 面 横 胎 土 密 。 1 ～ 5 m m 大 の 砂 粒 を 多 量 に 含 む 。

周 溝 最 下 層 高 杯 外 反 す る 。 口 緑 端 部 は や や 角 張 る 。 脚 部

と の 接 合 は 円 板 充 填 式 で あ る 。

方 向 の へ ラ ミ ガ キ 。 焼 成 良 好 。 褐 色 。 口 緑 端 部 1／5 欠 損 。 脚

部 欠 損 。

10 4 脚 径　 13 ．7 ハ の 字 状 に 開 き 、 端 部 は ヨ コ ナ デ に よ り 端 部 内 外 面 ヨ コ ナ デ 。 柱 状 部 外 面 縦 方 向 胎 土 密 。 1 ～ 5 m m 大 の 砂 粒 を 多 量 に 含 む 。

さ ら に 外 反 す る 。 の へ ラ ケ ズ リ後 ナ デ 。 焼 成 普 通 。 淡 褐 色 。 坪 部 欠 損 。

1号土墳
〔法量（）は推定値〕

出　 土　 位　 置 N o． 器　　 種 法　 量 （cm ） 形　　　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　　　 法 胎 土　 焼 成　 色 調　 遺 存 度

埋 土 1 0 5 土 師 器 口 径　 （1 6 ．9 ） 口 緑 部 は 退 化 し た 二 重 口 緑 で 、 口 緑 端 部 口 緑 部 内 外 面 ヨ コ ナ デ 。 体 部 外 面 パ ケ メ 胎 土 密 。 1 皿 大 の 砂 粒 を 多 量 に 含 む 。 焼

襲 は 丸 く お さ め る 。 1 0 5 の 屈 曲 部 の 稜 は 上 調 整 、 内 面 へ ラ ケ ズ リ 。 へ ラ ケ ズ リ 低 い 。． 成 良 好 。 淡 白 褐 色 。 口 緑 部 か ら 頚 部 1／5

面 に 沈 線 が 入 るが 厚 く鋭 い 。 肩 部 内 面 指 頭 圧 痕 。 遭 存 。

1 0 6 口 径　 （1 5 ．9 ） 口 緑 部 内 外 面 ＿ヨ コ ナ デ 。 胎 土 密 。 1 ～ 2 m m 大 の 砂 粒 を 含 む 。 焼 成

普 通 。 暗 褐 白 色 。 口 緑 部 ～ 頚 部 1 ／4 遺 存 。

土器溜
〔法量（）は推定値〕

出　 土　 位　 置 N o． 器　　 種 法　 量 （cm ） 形　　　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　　　 法 胎 土　 焼 成 ‘色 調　 遺 存 度

1 0 7 土 師 器 口　　 径 1 5 ．4 口 緑 部 は 退 化 し た 二 重 口 緑 で 1 0 7 ・ 10 9 は 口 緑 部 内 外 面 ヨ コ ナ デ 。 体 部 外 面 肩 部 か 胎 土 密 。 1 ～ 4 m m 大 の 砂 粒 を 多 量 に 含 む 。

嚢 最 大 胴 径 2 3 ．9 外 反 気 味 に た ち あ が り、 10 8 は ほ ぼ 直 立 ら 胴 部 に か け て 横 方 向 の ．パ ケ メ 。 体 部 内 赤 褐 色 粒 子 含 む 。 焼 成 普 通 。 淡 白 褐 色 。

器　　 高 2 6 ．6 す る 。 口 緑 端 部 は 外 側 に 面 を な し て 肥 厚

す る 。 10 7 ・1 0 9 の 端 面 は 凹 面 を な す 。 体

部 は や や 肩 が 張 る 倒 卵 形 。 肩 部 外 面 棒 状

工 具 に よ る 刺 突 痕 2 個 有 り 。

面 胴 部 横 方 向 、 底 部 斜 め 方 向 の へ ラ ケ ズ

リ 。 肩 部 に ケ ズ リ は 及 ば な い 。 肩 部 絞 り

目 残 る 。

口 緑 部 1／5 欠 損 。 体 部 ～ 厘 部 1 ／4 欠 損 。
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圏朱墨

妄言

〔二

〔法皇（）は推定値〕

第20図　1号・2号溝状遺構、1号段状遺構出土遣物

出　 土 位 置 m 器　　 種 法　 皇（cm ） 形　　　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　　 法 胎土　 焼成　 色調　 遣存度

108 土 師 器 口径　 15．6 口緑 部内外面ヨコナデ。肩部内外面ナデ。 胎土密。1 ～ 2 mm大 の砂粒を多量に含 む。

襲 最大胴径 24 ．5 －

器 高　　 26．8

胴 部 外面斜め方向のパケメ、内面斜め方

向のへラケズリ。

焼成普通。淡白褐色。底部わずかに欠損。

109 口径　 17．1 口緑 部内外面ヨコナデ。外面肩部横方向、 胎土密。1 ～ 3 mm大 の砂粒を多量に含む。

最大胴径 24．2 胴 部 斜め方向のパケメ。内面胴部横方向、 赤褐色粒子含 む。焼成普通。淡 白褐色。

器高　 （26．3） 底 部斜め方向のへラケズリ。肩部 にケズ

リは及ばない。底部へラグ ズリ後圧痕。

底部 1／2欠 損 。

111 口径　 10．8 小型 。 口緑部 は内湾気味に外反する くの 口緑部内外面 ヨコナデ。外面肩部か ら胴 胎土密。 1 ～ 2 mm大 の 砂粒多量に含 む。

貴大胴径 15．1 字 口緑 で、 口緑端部は内側 に面 をなす。 部 にかけて横方向のパケメ。 焼成普通。淡褐色。体部外面煤付着。底

器高　 （14．7） 体部球形。肩部外面棒状工具 による刺突

痕 2 個 有 り。

部わずかに欠損。
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〔法皇（）は推定値〕

出　 土　 位　 置 m 器　　 種 法　 量 （cm ） 形　　　　　　　　　　　 態 手　 ′　　　　　　 法 胎 土　 焼 成　 色 調　 遺 存 度

1 12 土 師 器 口 径　 12 ．2 口 緑 部 内 外 面 ヨ コ ナ デ 。 外 面 肩 部 か ら 胴 胎 土 密 。 1 ～ 2 m m 大 の 砂 粒 を 含 む 。 赤 褐

嚢 最 大 胴 径 17 ．7 部 に か け て 横 方 向 、 後 胴 部 以 下 斜 め 方 向 色 粒 子 わ ず か に 含 む 。 焼 成 良 好 。 淡 褐 色 。

器 高　 16 ．2 の パ ケ メ 。 内 面 胴 廓 か ら底 部 に か け て 斜

め 方 向 の へ ラ ケ ズ リ 。 頭 部 指 頭 圧 痕 。 底

部 棒 状 工 具 に よ る 圧 痕 。

体 部 外 面 煤 付 着 。 完 形 。

遺構外
〔法皇（）は推定値〕

出　 土 位 置 N n 器　　 種 法　 皇 （cm ） 形　　　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　　　 法 胎 土　 焼 成　 色 調　 遭 存 度

調 査 区 N W 区 1 13 須 恵 器 脚 の 基 底 は や や 太 い 。 透 し は 三 方 。 坪 底 部 内 面 に 同 心 円 タ タ キ 目 文 残 る 。 杯 胎 土 密 。 1 m m大 の 砂 粒 わ ず か に 含 む 。 焼

高 杯 底 部 外 面 は 反 時 計 回 りの へ ラ ケ ズ リ。 脚

部 外 面 に は カ キ 目 が 施 さ れ る 。 透 し に は

面 取 りが 見 ら れ る 。

成 良 好 。 淡 灰 色 。 坪 部 分 ほ と ん ど 欠 損 。

脚 部 上 半 部 分 1／5 遭 存 。

調 査 区 N 区 1 14 土 師 器 底 径　 （10 ・5 ） 底 部 は 平 坦 で 、体 部 は 上 方 に た ち あ が り、． 底 部 に 板 目 残 る 。 基 本 的 に 内 外 面 と も ナ 胎 土 や や 粗 い 。 1 ～ 4 m m 大 の 砂 粒 多 量 に

鉢 や や 内 湾 す る 。 器 壁 は 厚 い 。 デ 調 整 。 含 む 。 赤 褐 色 粒 子 多 量 に 含 む 。 寵 、 土 製

支 脚 な どの 胎 土 に 似 る 。 焼 成 普 通 。 淡 褐

色 。 体 部 か ら底 部 1／4 遭 存 。

Ⅳ　まとめ

各遺構の時期　出土した遣物から各遺構の時期についてふれる。まず、1・2号溝状遺構は、須恵器坪89の破片

が2号溝状遺構（新）に伴うと考えられるP4から出土していることから7世紀前半には存在し、2号溝埋土の

遣物から遅くとも8世紀前半には埋まり始めたと考えられる。出土した遣物の中に9世紀後半以降の遣物はなく、

廃絶はその頃と考えられる。

柵列は、ほぼ同じ方向であるため1号・2号とも大きく時期差はなく、ピット内出土の須恵器長頸壷82の存在

から7世紀後半代の遺構と考える。1号住居は2号柵列に切られること、住居埋土下層から奈良期賓の小片が出

土していることからそれ以前の7世紀前半代が考えられる。

1号墳は、供献状態で出土した遣物がなく厳密には決められないが、周溝下層出土の土師器肇30・須恵器坪35・

須恵器趣36などから6世紀前葉に築造されたと考えられる。1号墳墳頭部にある1号土壌からは、1号墳周溝下

層とほぼ同時期の遣物が出土している。位置、形態から1号墳に伴う遺構とは考えにくく、1号墳築造時まで存

続していた遺構と考えられる。2号土壕は、1号墳の墳丘裾部分・周溝を削るように造られているため、1号墳

より後出する遺構である。1号墳周構内の奈良期嚢集中部は周辺の須恵器2・3などにより7世紀後半代に位置

付けられる。周溝上層の出土遣物の中には須恵器坪5など8世紀前半に降ると考えられるものもあり、明確な集

中部をもたない周溝上層の奈良期嚢・竃などは7世紀後半以降8世紀前半代に遺棄されたと考えられる。

2号住居・1号段状遺構・土器溜は5世紀後半代、掘立柱建物は古墳時代初頭、貯蔵穴は弥生時代後期後葉か

ら弥生時代末にかけての土器が出土している。3号・4号土境の埋土は黒色土のみでII・II′層の茶褐色土系の

土はみられなかった。黒色土の上のII′層は土器溜の存在から少なくとも5世紀後半以前の堆積であり、3号l・

4号土壌はそれよりさらに以前の遺構である。

祭祀遺物について　今回の調査で1号墳周溝上層から土製馬形4・猪形1・不明動物形1・土玉1・手捏土器48

が出土した。周溝上層には7世紀後半以降8世紀前半の遣物が含まれる。祭祀遣物は周溝下層からは出土せず、

同様の時期が考えられる。出土状況にはまとまりがみられず、置く・捧げるなどの行為を行った「場」や、その

「状況」は今回の調査では推定できなかった。また、出土状況にまとまりがみられなかったことと関連するのか、
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出土した馬形の中でも目鼻を表現するもの43・44としないもの41・42の違いが認められる。
註1）

周辺の祭祀遣物出土遺跡の状況は、まず南隣の丘陵上に位置するクズマ遺跡第1次調査では、9基の古墳が調

査され、丘陵の先端部にある3基を除く6基の古墳周構内などから土製馬形・土玉・手捏土器などが出土してい

る。丘陵頂部にある7号墳・8号境が量的に他よりも多く、7号境では周溝東側の埋土中に土製馬形6・手捏土

器・奈良期襲・竃・土製支脚の集中部分がみられ、それらの中から7世紀後半の須恵器が出土している。また、

7号境と8号墳の間の平坦地（空白地）にも祭祀遣物の集中がみられる。同一丘陵の先端部に位置するイガミ松

遺跡からは合計217点もの土製人形・馬形・竃形・有溝円板・器財形、手捏土器などが採取されている。東隣の
註2）

丘陵上には西山遺跡があり、6世紀代の竪穴式住居内から馬形・土製鈴が出土しているが、古墳群からは祭祀遣
註3）

物は出土していない。さらに東隣に存在する谷畑遺跡には浅い谷部分に人形・馬形・不明動物形・鈎形・手捏土

器などが集中して置かれたような状況で出土し、6世紀後半の時期が与えられている。それらの集中部から少し

離れて、7世紀前半の土器と一緒に鏡形・土玉・手軽土器・嚢・竃・土製支脚のやや粗な集中部分が検出された。
註4）

上神宮ノ前遺跡では、浅い谷部分に人形・馬形・鏡形・鈴・土玉・手捏土器・竃・餐・土製支脚などが廃棄され
註5）

たような状態で出土している。猫山遺跡では、古墳周溝上面から手軽土器6点が出土している。

今回の調査で出土した土製品の種類は、イガミ松遺跡・谷畑遺跡・上神宮ノ前遺跡などにみられるような多種

類ではなく、馬形・手捏土器を中心とした数種類に限定されているという点でクズマ遺跡1次調査に似る。近隣

の丘陵上からの出土であり、1次と2次の出土の遣物は同様の時期が考えられている。しかし、クズマ遺跡1次

調査出土の鳥形はいずれも胴部が太く、馬具を表現しているのに比べ、2次調査出土のものは小型で、馬具が表
＼／

現されないなどの違いが認められる。また、今回の調査では人形と思われる個体はなく、猪形が出土しているな

ど組成も若干異なる。

時期、立地、限定された土製品の使用などの類似から、同質（種）の祭祀を復元することが許されるなら、そ

の祭祀は、その場・その度ごとに器種構成・細部の表現などの幅をもち得る様式であるということができる。

西山遺跡や猫山遺跡の例にみられるように、周辺の他の丘陵上にはクズマ遺跡と同様の祭祀遣物はみられない。

なぜこの丘陵がそのような特色を持つのか、今回の調査だけでは明らかにできないが、地形的にみると、蜘株ケ

家山と四王寺山に挟まれた、上神地区の平野部の端に位置する、という特徴をあげることができる。

また、2次調査では1号墳周溝上層から、多量の奈良期賓・竃・土製支脚が出土した。これらの遣物は、同時

期の1号・2号溝状遺構からは、底面の土境内から滑石製臼玉J3が出土しており、周囲の古墳群の埋葬施設さ

えも削平している可能性があることから、古墳の被葬者に対する新たな供献という性格ではないと考えられる。

先述したクズマ遺跡1次、谷畑遺跡、上神宮ノ前遺跡などでも竃・嚢・土製支脚が多量に出土している。竃に

ついては、出土例の多くが壊れた状態であることは、民俗例から「カマドは天帝の谷属で、毎年大晦日にその家

の功罪を報告する役目があるため、カマドを壊し、役割を果たせなくするためではないか」とされている。今回

の調査で出土した竃も、接合できた破片がわずかしかないほどに破砕されていた。

今回の調査では、竃などの出土の他に、襲・土製支脚のみの、竃を持たない集中部（1号墳周構内奈良期嚢集

中部）を検出した。集中部は器種を選択し1箇所に置くという意図的な行為の所産である。しかし、他の3遺跡

の例も今回の調査でも、竃と襲・土製支脚はそれぞれ分かれて出土しているのではなく、同様に破砕され、出土

している。出土した器種はいずれも土師器の煮沸用具であり、他の供膳具はわずかしか供伴していない。そのこ

とから、竃に込められる祭祀的な意味合いと、嚢・土製支脚の出土する意味とを別系統に考えるのではなく、同

じ火の神（カマド神）に対する祭祀であると考えたい。その中で、嚢集中部は、単に使用時のセット関係を表し

ているだけなのかもしれないが、現段階では、煮沸用具の破砕遺棄とは違った「かたち」の存在を示すものとし
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て理解してはどうだろうか。

1号・2号溝状遺構について　1号・2号溝状遺構底面の土壌列は「凹凸状波板」と呼ばれる、道状遺構にとも

なう安定した路面確保のための基礎工事だと考えられているものによく似る。2号溝の硬化した埋土はまさに

「踏みしめられた」ような硬さであった。さらに、特に2号溝（新）の土墳列にみられるように、溝状遺構の底

面が比較的硬いⅥI層白灰色粘質土の部分には土壌列は設けられず、軟質なⅥ′層黄褐色土の部分には設けられて

いる点は、土墳列の持つ路面強化という目的に矛盾しない。土壕の具体的な目的は①土壕を人為的に硬く埋め戻

しその上面を路面として使用する。②掘られた土壌を階段状に利用する。などが考えられている。しかし、今回

の調査区内では溝状遺構底面（土墳上面）に強い硬化（①）は認めらない。また、土壌列の中には底面もしくは

埋土下層と上層の境目に土器・石の小片が敷いてあるような土壕があり、その面を人が足を掛ける面（②）と考

えたとしても、土壌の断面形は人がつまずかずに歩けるほど緩やかなものではないなど、道路遺構と考えるには

やや不自然な点もある。この溝状遺構は今回の調査区内では一部分のみを確認したにすぎず、その追求はさらに

資料の増加を待って検討したい。

現在上神地区を谷沿いに走る県道倉吉・由良線が開通する明治時代以前は、倉吉方面からの道が今回の調査地

とイガミ松遺跡の所在する丘陵を登り、山越えで倉吉市穴沢へ通じていたということである。そのことが祭祀遣

物の出土や、溝状遺構の性格と直接関連づけられるわけではないが、興味深い事実である。土製品（いわゆる祭

祀遣物）を用いた祭祀と煮沸用具を用いた祭祀との関係、その祭祀行為の具体的な様相、斎場の復元、また溝状

遺構の性格など、残された問題は多いが、他の調査例との比較とその詳細な検討も含め今後の課題としたい。
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△調査前全景（南から）

▽調査後全景（南から）



△1号墳（南西から）

▽1号墳周辺（南西から）



奈良期嚢集中部（南西から）

（南東から）
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不明土製品（46）出土状況

（東から）

土製鳥形（41）出土状況

（北東から）

土製馬形（43）・猪形（45）

出土状況　　　　　（南東から）



土製紡錘車（49）出土状況

（南西から）

1号墳北断面（南西から）

調査区北壁（南東から）



1号住居（南から）

2号住居（南東から）

貼床（南東から）



1号掘立柱建物

1号・2号柵列

1号住居・2号柵列検出面

（南から）

2号柵列qP6断面（東から）

DP5断面（東から）



完掘
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1号・2号溝状遺構断面

（南東から）

qP3・4・5断面（南西から）

臣P5断面　　　　（南東から）
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3号溝状遺構断面　（南東から）

1号段状遺構　　　（北西から）

断面　（北東から）



1号貯蔵穴

1号土壌



（東から）

断面　　　　（東から）

3号土壌半裁　　　（南西から）



4号土壌
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